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第４３６回（定例）福崎町議会会議録 

平成２３年３月２８日（月） 

午前９時３０分  開  会 

 

  １．平成２３年３月２８日、第４３６回（定例）福崎町議会は、福崎町役場に招集された。 

 

  １．出席議員    １５名 

      １番  難 波 靖 通       ９番  吉 識 定 和 

      ２番  牛 尾 雅 一      １０番  石 野 光 市 

      ３番  宮 内 富 夫      １１番  小 林   博 

      ４番  釜 坂 道 弘      １２番  東 森 修 一 

      ５番  福 永 繁 一      １３番  冨 田 昭 市 

      ６番  志 水 正 幸      １４番  北 山 孝 彦 

                       １５番  高 井 國 年 

      ８番  広 岡 史 郎      １６番  松 岡 秀 人 

 

  １．欠席議員（な し） 

 

  １．事務局より出席した職員 

    事 務 局 長  中 塚 保 彦  主      査  澤 田 和 也 

 

  １．説明のため出席した職員 

    町 長  嶋 田 正 義  副 町 長  橋 本 省 三 

    教 育 長  髙 寄 十 郎  技 監  中 島   勉 

    会 計 管 理 者  牛 尾 敏 博  総 務 課 長  尾 﨑 吉 晴 

    企 画 財 政 課 長  近 藤 博 之  税 務 課 長  山 口 省 五 

    住 民 生 活 課 長  松 岡 英 二  健 康 福 祉 課 長  高 松 伸 一 

    ま ち づ く り 課 長  志 水 利 雄  産 業 課 長  井 上 茂 樹 

    下 水 道 課 長  後 藤 守 芳  水 道 課 長  豊 國 明 紀 

    社 会 教 育 課 長  山 下 健 介  学 校 教 育 課 長  志 水 清 二 

 

  １．議事日程 

     第 １ 一般質問 

 

  １．本日の会議に付した事件 

     日程第 １ 一般質問 

 

  １．開会及び開議 

 

議    長 皆さん、おはようございます。 

       ただいまの出席議員数は１５名でございます。 

       定足数に達しております。よって、本日の会議を開きます。 

 

日程第１ 一般質問 

 

議    長 それでは日程により、一般質問を続けてまいります。 
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       ５番目の通告者は、冨田昭市君であります。 

       １．増加傾向の生活習慣病対策について 

       ２．前回選挙の投開票の総括について 

       ３．本町の小・中一貫教育について 

       以上、冨田議員どうぞ。 

冨田昭市議員 おはようございます。 

       議席ナンバー１３番、冨田昭市でございます。 

       ただいま議長のお許しが出ましたので、通告に従いまして、一般質問をさせて

いただきます。 

       最初に、増加傾向の生活習慣病対策についてでございます。 

       慢性疾患の高齢者の患者数は年々増加しておりまして、特に生活習慣病ではそ

の傾向が目立ちます。 

       第４期福崎町ゴールドサルビアプランにも書かれていますように、平成１９年

には高齢化率２１％を超え、平成２６年には国民の４人に１人、そして５０年

後には２．５人に１人が高齢者という、本格的な超高齢化社会の到来が予測さ

れております。 

       そこでお尋ねをするわけですけども、平成１７年に実施いたしました国勢調査

と比較して、昨年平成２２年に実施された福崎町の国勢調査の結果をお尋ねす

るものです。高齢化率は何％か、そして兵庫県との比較、そしてもう１点は全

国との比較をお示し願いたいと思います。 

健康福祉課長 平成２２年度に調査しました国勢調査の結果につきましては、１月に速報値

として人口と世帯数が公表されましたが、年齢別人口等の公表はもう少し先に

なります。 

       ご質問の平成１７年の国勢調査とその４年後となります２１年１０月現在の人

口等に基づく６５歳以上の高齢化率を申し上げますと、福崎町の平成１７年は

２０．４％、平成２１年は２２．６％、兵庫県では平成１７年が１９．８％、

平成２１年が２２．８％、全国で見ますと平成１７年が２０．１％、平成２１

年が２２．７％となっております。 

冨田昭市議員 そのように高齢化率は間違いなく増加をしているわけでございます。１９５

０年、今から６１年前になりますけども、日本の人口は８，３２０万人でした。

そのときに６５歳以上の人が約４１１万人いまして、高齢化率はわずか４．

９％というふうに言われております。当時は日本の高齢化がこのように進んで

いくとはだれもが考えていなかったんではないかなという感じがいたします。

しかし現実には先ほど課長の答弁にありましたように、２１年には福崎町でも

２２．６％という高齢化になっておりまして、要するに今後世界に類を見ない

早さで高齢化が進むというふうに予測をされているわけでございますが、具体

的な対応策ができていないのが現実ではないかなというふうな感じがするわけ

でございます。年々ふえ続ける高齢者とともに、要介護認定者あるいは認知症、

そして生活習慣病といった体や精神に欠陥を持ち、生活が不自由になる方も高

齢化とともに増加し続けると考えられます。 

       そこでお尋ねをするわけですけども、生活改善などの対策と居宅サービスある

いは施設サービス、その他地域密着型サービスの利用状況とか内容等の実施状

況をお尋ねいたします。 

健康福祉課長 まず要介護状態にならないように介護保険事業では地域支援事業を実施して

おります。地域包括支援センターが生活機能評価で要介護状態になる恐れのあ

る高齢者を把握しまして、対象者には予防事業を実施しております。２３年度
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は複合型の介護予防教室を開催して、運動機能向上、栄養改善、口腔機能の向

上等の予防事業に努めます。 

       また、近年増加しております認知症高齢者の対策としまして、その予防、発見、

地域の見守り体制を行うための認知症サポーターの養成講座等も実施しており

ます。 

       介護保険事業の要介護認定者のサービス利用状況につきましては、１２月で認

定者は７６２人です。そのうち居宅系のサービス利用者は４５４人です。サー

ビスの内容は重複しますが、主なものは訪問介護が１５９人、通所介護は３３

０人、また施設サービス利用では１２７人、地域密着型サービス、グループホ

ーム等の利用者は２９人という利用状況でございます。 

冨田昭市議員 いろいろなサービスが実施されていて、いろんな形でもってそれをやってい

るわけですけども、いろんなサービスを知らない方もたくさん町内にはいるよ

うに思われます。特に介護予防につきましては、前回、平成２０年の５月にア

ンケート調査を実施されているわけですね。そしてその中ではそのアンケート

調査の見ていますと、よく知っているという方は６．４％に過ぎなかったとい

うふうに書かれております。そして、知らないという方は４５．３％というふ

うな数字があったわけですね。そして、これは平成２０年の５月のことですけ

ども、やはりその後このような方に対しては、改善が図られたのでしょうか、

お尋ねをいたします。 

健康福祉課長 介護保険の事業につきましては、制度が発足後第４期を迎えておりますので、

十分な把握周知はできていると思います。その中で介護予防の特定高齢者等の

把握につきましては、現在５．８％というような状況で、６５歳以上の高齢者

の中で２６２人、この方を２次予防高齢者の実数として掴んでおりまして、そ

れぞれ予防事業を実施しております。 

冨田昭市議員 これはサルビアプランに書かれていたわけですが、平成２１年度は、この居

宅サービスとか介護サービスの利用者数が３８７名ですか、そしてこれは見込

みですけども、平成２２年度には１９名ふえて４０６名という見込み数が掲載

されております。そして平成２３年度におきましては４３０名、プラス２４名

という形に書かれているわけですね、全体でございますけども。この２３年度

の介護事業におきましては、介護認定者は増加しているために７８６名を見込

んでいるという今年度の予算であったわけでございます。その辺から言います

と、やはり平成２１年に書かれたこの見込み数が非常に大きく変わってきてい

るわけなんですが、この辺の見直しについてはどのようにお考えですか。 

健康福祉課長 介護保険事業につきましては３年ごとに計画をしております。第４期、２２

年度の実績におきましては、計画よりも認定者が増加しているような状況でご

ざいます。また２４年度からは第５期の計画でございまして、そういったもの

を踏まえまして新しい計画にしていきたいと思います。 

冨田昭市議員 介護保険制度が施行されまして、ことしで１２年目を迎えるわけですね。そ

して介護サービスの給付費も年々増加し、上昇しているわけですね。この２１

年度の実績では約１０億２，０００万円が使われております。そして２２年度、

これは民生の資料にも書かれておりますけれども、実績見込みでは１０億６，

４００万円、そして本年度の当初予算では１１億４，１００万円と、この３年

間を見ていますと、約１億２，０００万円ふえているわけですね。このままで

すと、年々ふえ続け、安心してサービスを利用できないという心配もあるわけ

ですね。介護を受ける方は、年金受給者と限られてくると考えます。そうなり

ますと、個人負担もふえるし、いろんな形で非常に経費がかかってきまして、
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介護を受けにくくなってくるわけですね。今の状態ですと、町あるいは国の財

政そのものも、パンクするような感じがするわけですけれども、その辺の計画

性についてはどのようにお考えか、ご答弁をお願いいたします。 

健康福祉課長 介護保険のサービス給付費でございますが、今、議員ご指摘のとおり、２１

年と２２年を見ますと４％、２３年度では当初予算で前年度実績７％というこ

とで年々給付費は増加しております。サービスには原則１割という自己負担が

要るわけですけども、低所得者に関しましては１割の０．５を負担するという

制度もございます。また、財政調整基金のほうも今のところ７，０００万円程

度は確保できておりますので、また第５期についてはそういった財政調整基金

を利用して保険料のほうを設定していきたいと考えております。 

冨田昭市議員 いろんな形で取り組みをされていますが、もう少しいろんな形で高齢者のほ

うにも考えも伝えていきながら、健康で暮らしていけるような対策も必要では

ないかなと思います。 

       それでは２の質問に入っていきますけれども、ご承知のとおり、健康づくりは

疾病の早期の発見でありまして、そのためには予防医学を進めることは言うま

でもないことでございます。福崎町では健康づくり推進協議会、保健衛生の推

進協議会、いずみ会などが各種の活動を展開されているわけですけども、４０

代あるいは５０代、及び被扶養者で福崎町が進める特定健診ですね、これ２２

年度の受診率の実績をまず初めにお伺いしたいと思います。 

健康福祉課長 特定健康診査は加入しております健康保険の保険者がそれぞれ実施すること

になります。平成２２年度に実施いたしました健診では、福崎町国民健康保険

の被保険者の受診率ですが４０代で１３．６％、５０代では１６．９％でござ

います。被扶養者、健保保険等の被扶養者につきましては、国保の受診の率し

か把握はできておりません。各保険者がそれぞれ違いますもので、被保険者に

ついての受診率はわかりません。 

冨田昭市議員 この４０代、５０代の方々は間違いなしに高齢化社会の予備軍であるわけで

すね。今後必ず通っていかなければならない道でありますけども、健康で暮ら

すことが本人のためでもあり、また家族の幸せのあかしになっていくのではな

いかなという感じがするわけです。慢性疾患、要するに具体的に申し上げます

と高血圧とか糖尿病、あるいはコレステロール血栓症とか肝炎、痛風、緑内障

とかいろいろあるわけですけども、比較的中高年の方に多くありまして、これ

は生活習慣病が原因であるわけですね。そしてその初期の段階では自覚症状が

ほとんどないためにこれはすぐいろんな方が放置しがちになっているわけです。

治療がおくれてしまいまして、さらに大きな病気を併発し、そして手おくれに

なるようでございます。そのために受診率の向上とまた生活習慣病の偏りをみ

ずからチェックできるような環境づくりと、また行政としての支援対策を実施

していかなければいけないと思いますけれども、その点はどのようにお考えで

すか。 

健康福祉課長 特定健康診査等の受診につきましては、年度の初めの３月に申込書を各戸に

配付いたしまして、また未受診者には個人通知等をしております。受診された

方への支援体制につきましては、検査結果表と生活習慣病予防改善プログラム

を個人ごとに作成をしまして、保健師の健康増進に向けたアドバイスや規則正

しい生活習慣の注意事項を同封して送付をしております。また、特定保健指導

の対象者には積極的支援と運動教室への参加を呼びかけております。 

冨田昭市議員 先ほども４０歳代の１３．６％とか、あるいは５０歳代の１６．９％という

受診率におきましては、健康でおれば別に問題ないわけですけども、こういう
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方々も定期的に町のほうからいろんな形で連絡もし、そして受診するようにと

いうお願いをしていると思いますけれども、なかなか仕事が忙しいとか家庭が

忙しいという事情でもって受けられない方もたくさんいるのではないかなとい

う気がするわけですね。これが、最終的には６５歳以上になって出てきて、非

常に財源に多額な医療費がかかるようになっている感じがするわけですね。で

すからその辺もいろんな講演とか講習を設けまして、取り組みを強化してもら

いたいなという感じがするわけでございます。町民の皆さんが心身ともに健康

で暮らしていけるためのサポーターとして、保健師の方は今福崎町で何人いて、

そしてどのような活動をされているのか、あるいは成人保健担当の体制と今後

の取り組みをお伺いいたします。 

健康福祉課長 保健師等につきましては、町全体で５名でございます。そのうち保健センタ

ーにおります保健師は３名でございます。成人保健の主担当は１名ですが、健

診や健康相談は保健師全員で対応する体制としております。保健センターでは

そのほか母子保健、予防接種、成人保健、食育の推進など多くの教室や事業を

実施しております。今後も健康増進の啓発と普及指導に努めていきたいと考え

ております。 

冨田昭市議員 ２３年度の健康福祉課の予算の中には、保健所の人件費が１名分計上されて

いるわけですね。このたびの東北関東の大震災でも保健師の活躍が大変に大き

くテレビとか新聞等で報道されておりまして、被災地の方に大変喜ばれている

ということでございます。やはり心身ともに健全になった方もたくさんいるよ

うであります。福崎町におきましても、私は今、課長５名と言ったんですけど

も、もう一度確認してもらいたいのですが、この資料によりますと、健康福祉

課の資料には、これには１名載っているわけなんですね。保健師、これは健康

保健師、人件費１名プラス対象外経費という形でこの分、今年度は４５３万１，

０００円の経費がこれには載っております。そして正式に保健師がいると言え

ば、やはり今回のこの調査のほうにも計上すべきではないかなというようにな

りますけれども、この保健師の方の報酬についてはどこに載っているんですか。 

健康福祉課長 今、議員ご指摘の資料につきましては、介護保険事業におきまして地域包括

支援センターに保健師が１名、これは必須で１名置くことになっております。

その人件費をいっております。それと健康保険、成人病担当等の健診等につき

ましては、保健衛生費におきまして保健師３名の人件費をおいております。 

冨田昭市議員 それで最後に町長にお伺いをいたしますが、急速に高齢化社会が進む中で、

医療や介護の問題は非常に重要だと思います。これらの諸制度の保険者である

本町も今後の財政需要の増大は憂慮すべきものがあるわけでございます。介護

にかからなくてもすむ、そして元気なお年寄りをふやすことは、緊急な課題で

あると思います。社会全体で健康づくりを支援する仕組みが私は必要だと考え

るわけでございます。既に福崎町では多種の健康増進の取り組みを実施してい

ますが、町長のリーダーシップのもと、さらに健康づくり日本一の町を宣言し、

多額なお金をかけなくても健康づくりができるのであればすばらしいことだと

考えています。町長のお考えをお聞かせ願いたいと思います。 

町    長 もうおっしゃるとおりでございまして、そういう方向で頑張っていこうと、

このように考えております。本年度もいろいろ事業を進めてまいりますが、冒

頭報告では三つ挙げさせていただきました。その中で食育というのを挙げてい

るわけでありますけれども、食育は非常に幅が広く、食育を通して健康面も考

えていかなければならないと思っております。健康福祉課を中心にいたしまし

て、お年寄りの健康だけではなしに町民全体の健康も目指して努力をしていこ
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うと思っておりますのでご支援のほどどうぞよろしくお願いをいたします。 

冨田昭市議員 それでは次の質問に入りたいと思います。 

       前回選挙、これは平成２２年の７月１１日に投票の参議院選挙の投開票の総括

についてお伺いするものでございます。 

       町内には１３カ所の投票所と役場で実施しております期日前投票があるわけで

ございます。このほかには町内の施設に入所している方で投票所に来られない

方のために不在者投票等が実施されまして、昨年の７月１１日の参議院選挙、

選挙区投票数では９，１５５人、そして比例代表の投票者数では９，１５３人

と記憶をしているわけでございますが、当日の有権者数は何人で、それぞれ投

票率は何％だったのか、まず初めにお伺いしたいと思います。 

総 務 課 長 当日有権者数は１万５，４１５人でございます。投票者数は今、議員申され

たように９，１５５人ということで、投票率は全体で５９．３９％となってお

ります。 

冨田昭市議員 この選挙は５９．３％であるわけですけども、やはり棄権者が非常に多いわ

けですね。やはり選挙終了後、当局ではこの棄権者を減らしていきながら投票

率を伸ばしていくといういろんな会議がなされたと考えますけども、そのよう

なことはされたんですか、お尋ねいたします。 

総 務 課 長 会議というわけではございませんけれども、投票率アップにつきましては選

挙啓発を中心にやっております。啓発ポスター、それから選挙期日周知の横断

幕、懸垂幕、立て看板の設置、それから広報ふくさき、ホームページ、防災行

政無線、公用車での広報、そして町内大型店舗やＪＲ福崎駅での啓発チラシ、

そうした形で選挙の周知を行っているという状況でございます。 

冨田昭市議員 これは非常に悪い体制ですけども、選挙に６，３００人ぐらいの方々が今回

は棄権をされたわけなんですけれども、こういう方がなぜ選挙に来なかったの

かということを私はしっかりと後で検討をすべきではないかなという感じがす

るわけです。やはりこういう方々が結果的には自分で自分の首を絞めるんじゃ

ないかなという感じがするわけですね。一つの自治体がまとまり、非常に大き

な国を動かしていくことはこれ間違いない事実であるわけでございます。そう

いう中におきまして、各自治体で６０％前後とか、あるいは５０％、４０％と

いうところもあるわけでございますので、これは各自治体でしっかりと取り組

みをしていきながら、この棄権者を減らしていく、そういう活動を展開してい

かなければいけないのではないかと考えるわけですね。本当に悪いくせで何か

あったらすぐ政治の責任にするというのが今の社会の常ではないかなという感

じがします。しかしそれは自分自身で選挙を棄権しているから、そのような人

が出てくるわけですね。しっかりと自分で候補者を選び、そしてその方々を選

んで、日本の国のため、また社会のために頑張ってくれる方を選んでいくため

には、行政と町あるいは住民とがしっかりと連携をとりながら、取り組みを強

化していきながら、投票率のアップだけでは解決できない問題もありますけど

も、政治に関心を持ってもらうということが引いて言えば社会のよいところが

生まれてくるのではないかという感じがするわけでございます。そしてさらに

投票率の上昇、アップさせるために、選挙期間中の有権者への呼びかけ、現在

もやっていますけども、やはりその辺の考え方、あるいはだれもが投票しやす

いように期日前の投票時間の延長とか、あるいは早めたり遅くしたりとかする

ような工夫も必要ではないかと考えるわけでございます。 

       今回のこの参議院選挙では、福崎町におきましては期日前投票の立会人を公募

いたしまして、１６日間２名ずつ立会人として頑張っていただいたわけでござ
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います。しかし、この方々もお年を重ねた方が多かったような感じがするわけ

ですね。やはりこれは若い方にもしっかりと選挙を身近に感じていただくため

に、成人のために、成人式のときに言うだけではなくして、やはり新成人、そ

して２０代、３０代の方々に対して募集をしたり、あるいは直接ご案内をし、

幅広い年代の方に選挙に携わっていただくことが理解を深めていく、投票率の

アップにつながっていくと考えるわけなんですが、その辺の取り組みはどうで

しょうか。 

総 務 課 長 今、議員が申されたように、昨年の参議院選挙からは投票立会人を一般公募

させていただきました。そのときに若い方を中心にこの立会人を募集しようか、

それとも年齢制限をなしに募集しようかということは検討させていただきまし

た。各地自治体の例を見ましても、その両方がございまして、福崎町の規模と

しましては２０代、３０代と若年層だけに限定しますと、なかなか希望する人

数が集まらないのではないかということもありまして、年齢制限をせずに募集

をさせていただいたということでございます。ちなみに、この募集をしまして、

３９名の方が応募され、平均年齢は６０歳ということになっております。 

冨田昭市議員 私の考えですけれども、日本人は非常に責任感の強い人種のような感じがす

るわけですね。ですから例えば行政機関のほうで、２０代、３０代、４０代、

５０代という形で年代別に各数名ずつこちらで選んで、そして事前にはがきを

出して、その当日にしてもらうというようなことを、義務づけたような感じで、

そしてその人の都合も聞いた上で実施すべきではないかなという感じがするわ

けです。やはり若いうちからそのように選挙に関心を持ってもらうことが、あ

えて言えば年を重ねられてもそうやって政治に関心を持ち、また自分自身も政

治の世界で頑張ってみようかという若者も出てくるのではないかという感じが

するわけなんですね。そのためには議会の改革も必要であるし、また我々もき

ちっとした政治使命に決まった活動もしていくべきです。やはりそうやって少

しでも多くの方に理解してもらって、そしてそのようなことを実施していけば、

必ず社会はよい方向に転換していくのではないかなという感じがするわけです。

どうかしっかりとその辺の取り組みも強化してもらいたいなと思います。私は

その１票の大切さということは非常に強く感じているわけですね。多くの人た

ちによって選挙が支えられていることは、間違いない事実であるわけでござい

ます。地域、国、それがよくなるのも、選挙の結果によって政治は変わってい

くんだと理解しているわけでございます。地方から国を変えていく取り組みも

必要ではないかなという気がするわけです。今後ともぜひ投票率の向上に向け

てご検討、ご活躍をしていただきたいなと重ねて申し上げておきます。 

       そして、この項目の２点目の項目になるわけですが、特別養護老人ホーム等で

期日前あるいは不在者投票を実施されていると思いますが、どのような管理体

制のもと実施されているのか、また不正行為防止のための対策はどのようにし

ているのか、お尋ねしたいと思います。 

総 務 課 長 不在者投票制度は、選挙人は選挙の当日みずから投票所に行き、投票しなけ

ればならないという選挙の原則の例外として認められたものでございます。特

別養護老人ホーム等の指定施設での不在者投票は、その施設の長が投票管理者

となって事務に従事する者を指揮監督し、不在者投票事務全般を管理執行する

こととなっております。不正行為の防止の件でございますが、福崎町で不在者

投票を行っております施設は、福崎町の老人ホーム福寿園と特別養護老人ホー

ムサルビア荘の２カ所でございます。実は昨年の参議院選挙の際には、選管職

員が町の老人ホームでの不在者投票の立ち会いを行わせていただきました。今
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後もこういった指定施設には事務執行上の留意点を記載した不在者投票管理者

のしおりを配付しております。引き続き不在者投票制度の適切な実施について、

指導を行ってまいりたいと考えております。 

冨田昭市議員 それではその各投票所の選挙人名簿登録者数はそれぞれ何名いるのか、そし

て当日の有権者、そして投票数をお知らせ願いたいと思います。 

総 務 課 長 これは施設長からの申し出によりまして投票用紙を配付することになります。

この参議院選挙でありますけれども、福寿園につきましては４４枚、それから

サルビア荘につきましては１９枚の投票用紙を送付しております。実際に投票

された方は福寿園では４３名、それからサルビア荘では９名となっております。 

冨田昭市議員 お尋ねしますけれども、この４４名と１９名でございますが、すべてが自分

の意思で立候補者の氏名を書いたり、あるいは政党名をお書きになっているの

ですか。例えば、この方々が施設に入っている関係上、申しわけないのですが、

自立した日常生活を送ることができる人なのか、あるいは精神疾患とか体の不

自由な方がいますけども、そういう方々も含めてすべて自分で投票をできたの

ですか、お尋ねします。 

総 務 課 長 この施設で、施設長が投票を希望される方を確認した上で投票用紙の請求を

役場にされます。したがいまして、この今申し上げました数字の方につきまし

ては、投票をする意思が自分であった方というふうに理解をしております。 

冨田昭市議員 非常にこのたびのこの参議院選挙におきましては、政党名もたくさん出てき

まして、非常にわかりにくい部分もあったのではないかと思うわけです。通常

生活されている方でも政治に関心のない方はほとんど大きな政党のみでミニ政

党、や新しい政党名はご存じないと思うんですね。特にこのような施設にいま

すと、離隔されておりますので、なかなか社会との交流がない関係上、非常に

わかりにくい部分もたくさんあろうかと思うんです。そういう方々については、

どのような形でもって今回のこの立候補者名とかあるいは政党名をお教えにな

ったのですか。お尋ねいたします。 

総 務 課 長 先ほども申し上げましたように、この施設長が投票管理者となります。この

投票管理者が不在者投票事務の全般を指揮監督し、管理をするということにな

っておりますので、その管理者がきちんとその辺の説明をし、投票ができるよ

うな状態にしているということでございます。 

冨田昭市議員 管理者がいるわけですけれども、立ち会いには町の職員が行かれているわけ

ですね。町の職員も立ち会いに行っていますと言われました。そして選挙管理

委員会の方も行くか、あるいは町職員が行って実際にその状況を見ていたのか

わかりませんけども、やはりその辺は正常に投票作業ができておりましたか。 

総 務 課 長 正確に申し上げますと、前回の参議院選挙は福寿園に町の職員が立ち会いま

した。そしてサルビア荘には立ち会っておりません。そういう状況でございま

す。福寿園につきましては、町の職員も選管職員も行って立ち会いをさせても

らっております。それを確認しますと、きちっとした選挙事務ができていたと

いうふうに報告を聞いております。 

冨田昭市議員 私がなぜこのようなことを言うかと申しますと、全国ではこういう施設にお

きまして不正行為があったという報道がされているわけなんですね。ですから

我が町ではそういうことがないように、しっかりとした体制でやってもらいた

いわけなんです。ですから、町の職員が行って、見ていたんだ、していたんだ

と言われますけども、こういうことは非常に大事な業務でありますので、しっ

かりとその監視等もしていただきたいなと思います。 

       そして後は、郵便による不在者投票もあるわけでございますけども、実際この
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７月１１日の参議院選挙におきましては、福崎町ではこの身体障害者あるいは

戦傷病者とかあるいは要介護者の５以上の方等あるわけなんですけども、そう

いう方々は何人ぐらいおられましたか。今回の郵送による投票ですね。 

総 務 課 長 郵送による投票は１人でございます。 

冨田昭市議員 わかりました。この平成２３年４月には統一地方選挙がありまして、１２月

には町長選挙、また福崎町議会議員の補欠選挙が予定されているわけでござい

ます。そしていつ解散してもおかしくないような形の衆議院がありますのでね、

今回これが実施されますと、１年間通しまして３回の選挙があるわけでござい

ます。選挙管理委員会はもちろんのことでございますけども、やはり町として

もしっかりとした管理体制を整えて、そしてこの選挙の取り組みに携わっても

らいたいと考えますけども、その辺はどのように今検討されていますか。 

総 務 課 長 今までどおりもそうですし、これからにおきましても、適正な選挙ができま

すように、しっかりと管理をしていきたいと思っております。 

冨 田 昭 市 議 員   それでは最後に今回の参議院選挙の得票数が確定したのは日に

ちが変わりまして１時３５分でしたね、比例代表が全部終わって確定したのが

ですね。その後職員さんはいろんな形で残業業務がありましたのでかかったと

思いますけども、開票に携わった各分野の方々がたくさんいますよね、いろん

な方々が。そういう方々も、翌日仕事がありますので、もう少しスピーディに

できないかなと思うわけですが、時間の短縮の件についてはいかがでしょうか。 

総 務 課 長 開票事務につきましては、いろんな機械も入れたり、工夫をしながらできる

だけ早い時間に終わるように、今後も努力をしていきたいと思っております。 

冨田昭市議員 その点よろしくお願いをしておきます。 

       それでは３点目の質問に入っていきたいと思います。これはこちらを見ますの

で。 

       本町の小・中一貫教育についてお尋ねをするわけでございます。 

       これは私が昨年の１１月に衆議院の第２議員会館の第２会議室というところで

文部科学省の職員に、この小・中一貫教育についてご教示いただいたわけでご

ざいます。実際にその一貫教育については非常に事例とか制度上の特例の活用

等、先行的な取り組みは極めて多様であるとをおっしゃっておりました。そし

て現在は研究の段階であり、学校教育法施行規則の第５５条に基づきまして、

申請のあった学校に、学習指導要領等現行の教育課程の基準によらない新しい

教育課程、あるいは指導方法について研究開発に取り組んでいるようで、校舎

の問題や教育カリキュラム等、まだ時間を要するようであると言われておりま

して、非常に文部科学省の職員が言っていたわけなんですね。 

       私は今回この問題を取り上げましたのは、時代の変化とかあるいは子どもたち

の心身の発達によりまして、９年間を見通した継続性のあるそういう教育を行

うことにより、児童とか生徒の不安を軽減できるのではないかなと。いろんな

諸問題の解決をすることができるのではないかなという考えから、福崎町の教

育委員会がこの小・中一貫教育に対してどのように考えているのか、教育長の

ご見解をお尋ねするものでございます。 

教 育 長 ただいま冨田議員からのご質問の中でご指摘があったように、まさにそのと

おりの意見だと思っております。しかしながら、福崎町の教育委員会としては、

まだまだ見解はまとめていないのが現況かと思います。それはこれも議員さん

のご質問、発言の中にありましたように、この分野は全国的に見てもまだまだ

研究が進められている分野でありまして、福崎町においてもその研究を進めな

ければならない、そういう分野だと認識しております。 
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冨田昭市議員 髙寄教育長の言われることが本当に大正解と私は思っております。この文部

科学省の職員でさえ、このようなことを言っていますので、なかなか取り組み

は厳しいのではないかなという感じがするわけですね。ただ学校だけでは決め

られないし、あるいは地域社会の問題とか、ご父兄の問題とか、学校いろんな

形でありますので、やはりこれは慎重に取り組んでいただいて、進めるべきで

はないかなと感じるわけでございます。そこで福崎町が昨年から実施しており

ます、中学校への学級体験入学でございます。まだ実施されてから、余り経過

をしていませんが、現時点での子どもたちの変化とか、あるいは教育者から見

た小・中連携にかかわる取り組みの概況と、今後の実施計画などはどのように

されているのか、お尋ねをしたいと思います。 

教 育 長 これも富田議員のご質問、ご指摘のとおりでございまして、当町としても中

高一貫教育というものを視野に入れつつも、現状では実施が不可能に近いよう

な状況かと思います。でも、いいことは何もしないのではなくて、少しでも近

づきたい、前進したいという思いがありまして、小学生の中学校への体験入学

を研究の一環として本年度取り入れさせていただきました。どういう成果があ

ったかと言いますと、１回切りの実施でございますので、大きな成果はわかり

ませんけれど、まず子どもたちはやっぱり百聞は一見にしかずということで、

自分の目で自分が将来通う中学校の施設を見る、先生方の授業を受ける、そう

いうふうな総合的な体験がプラスであったんではなかろうかと思っております。 

冨田昭市議員 要するに一貫教育につきましては、その特例を活用しない取り組みもあると

いうお話を伺ってまいりました。これは今東京の三鷹市立のにしみたか学園と

いうところが実施をされているようでございますけども、これは２校の小学校

と１校の中学校が共同に一貫教育をされているわけです。取り組みの概要を申

し上げますと、全教科について、生き方とかあるいはキャリア教育、それに視

点を置きまして、９年間を継続した人間教育をされているようでございます。

そして２点目は学校行事を通じまして、小・中の交流をされているということ

も言っております。そして３点目には、小学校と中学校の相互乗り入れや、合

同研究会を実施して連携の強化を図っているということですね。そして、４点

目には小学校から一部教科で学年内教科担任制度を導入しているということも

あります。そして３学校のうち１名が代表になり、にしみたか学園長となりま

して、その責任体制を明確化しているんだということですね。そして校舎は

別々のもので、従来のものを活用されているとなりまして、これも特例を活用

しない小・中一貫教育を実施されているわけですね。 

       現に福崎町でも、今、教育長が言われましたことは、私はもう小・中一貫教育

の一端を担ったその活動をされているのではないかと思うんですね。そして先

日私は高岡小学校の卒業式に行ってまいりました。そして高岡小学校も非常に

すばらしいですね。それはなぜかというと、地域の方々のご支援が非常に強い

ということと、そして交流があるわけなんですね、小学校と中学校の。例えば

運動会を見てみると、中学生が小学校の運動会にもかかわらずそれに参加し、

ともにやっていると、こういうのは部活を利用した小・中一貫教育がそこでな

されているわけですね。ですからわざわざ校舎とか校庭を提供しなくても、そ

れぞれ従来のものを活用していきながら、そこに入り込んで結局ともども研究

をしてやっていける、これによって私はこの高岡小学校のい生徒が本当に伸び

伸びと、そして中学生のお兄ちゃんお姉ちゃんのそういうすばらしいところを

見ながら、安心して中学校にも行けているんではないかなという感じもしてい

るわけなんです。ですからやはり今取り組んでいることは、否定するものでは
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ありませんので継続していただいて、やはりよいところをもっともっと研究を

されて、すばらしい教育活動を展開してもらいたいことを望みまして、この質

問を終わります。 

       以上で私の質問を終わります。 

議    長 以上で、冨田昭市君の一般質問を終わります。 

       しばらく休憩いたします。再開は１０時４５分といたします。 

◇ 

休憩 午前１０時２２分 

再開 午前１０時４５分 

◇ 

議    長 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

       次、６番目の通告者は、広岡史郎君であります。 

       １．町の各種計画について 

       以上、広岡議員どうぞ。 

広岡史郎議員 今回、私の質問につきましては、町の各種計画ということで、実は昨年度に

視察に行くときに、あるテーマについて視察先に問い合わせたのですが、その

ときに福崎町の計画はどうですかということで、そういう計画うちにあったの

かな、どうかなと、ちょっとすぐ出てきませんでして、結局それはなかったの

ですが、そういうことから今回福崎町の行政がどういう計画のもとに事業、行

政運営されているのか、一度先にまず全体を検証してみようということで、こ

の質問の通告をさせていただきました。 

       福崎の場合、最上位は総合計画でされていて、これは今第４次の後期というこ

とで、２１年から２５年度でされていまして、そのテーマ、モットーは、表紙

にある「活力にあふれ、風格のある、住みよいまちづくり」ということになり

ます。この中にそれぞれ六つの項目で、まちづくりの取り組み項目が記されて

いまして、その中でそれぞれ各課が計画やビジョン、プランをもって事務事業、

行政運営に当たられていると思います。その六つのまちづくり項目の中にすべ

て細かい計画がないと事業ができないというものではないかもしれませんが、

一度それがどうなっているのかを検証したいということで、質問させていただ

きます。 

       確かにこの総合計画というのは、着実には取り組みをなされていると、一番新

しいところでは例えば「健康で安心して暮らせるまちづくり」では、福祉の充

実、介護サービスで、これには小規模多機能地域密着型の２４時間体制の新し

い介護施設をつくるということで、これは先月南田原に早速オープンしており

ます。それからまた「よく学び人と文化をはぐくむまちづくり」では、地域ぐ

るみの教育推進ということで、サポートクラブあるいは県民交流広場事業です

べての小学校に事業が始まっており、最後おくれているところも始まるという

ふうに、取り組みがなされておるのは評価したいと思いますが、改めて今回そ

れぞれの六つのまちづくりの中で、今現在どういう計画を持っており、どうい

う状況で取り組みしているか、それから現在制定中、検討中の項目、それから

今後必要と思われる項目、こういう計画があって新しいまちづくりを進めてい

くのもいいのではないかという計画があれば、一遍伺って整理をしていきたい

と思います。 

       実は当町においてこの総合計画があって条例があって、また細かい計画もある

のですが、一番もとのものは何だろうかということを思いまして、これは町長

にこの質問に入る前にお尋ねしたいんですが、日本国では最高規範は日本国憲



－12－ 

法です。そのもとにいろんな法律があって、国の運営がなされていまして、そ

の国から地方に来ているとなるのですが、福崎の最高規範、こういう行政運営

をする、町民みんな一緒にこうせねばいけないという、そういうものは何を考

えたらいいんかなと思いましたので、ちょっと急に難しい質問かもわかりませ

んが、町長どうですか。 

町    長 これは私の冒頭報告を読んでいただきますとすべてお答えをしていると思い

ますのでもう一度読み返していただければと、このように思います。 

広岡史郎議員 これについては、私も思うところはあるのですが、これはまた次回以降にし

たいと思いますが、本当なら自治基本条例というのをつくって、取り組まれて

いるところがありまして、今までですと行政から議会とかコミュニティ、地区

に行って、それから住民さんに行くような感じだったんですが、今は住民が主

人公ということで、まず住民さんに責務を決めて、それからそれぞれ議会やコ

ミュニティ、あるいは事業所の責務を決めて、それで行政もすると、それから

みんなで、責務を与えながらみんなでするというのがあればいいんじゃないか

と思うんですが、それについてはまた質問させていただきたいと思います。 

       それでちょっと簡単な六つのまちづくりの表だけを質問ということでお渡しし

ておりますが、まずそれぞれについて各課からどういう、計画で取り組みして

どうなっているかというのをありましたら報告を願いたいんですが、まず１番、

「参画と協働でつくるまちづくり」についてはどうでしょうか。 

副 町 長 質問議員さんにお願いしたいわけでありますけれども、通告における分野の

項目については、町の各種計画についてということでありました。現在の町の

計画と各課での取り組みの状況と、こういったような大きな項目での質問でご

ざいました。これらにつきましては、その質問項目がより具体的であればこち

らも答弁しやすいわけでありますけれども、そういう関係から含めますと、こ

のたびの通告そのものについては我々が答弁するのになじまない質問であろう

かと思います。そういう意味では今、質問議員さんが言われました、行政のあ

り方ということでありますけれども、地方自治は憲法第８章で定められており

まして、第９２条では地方公共団体の組織及び運営に関する事項は地方自治の

趣旨に基づいて法律で定める。また９４条では、財産管理など事務を処理し行

政を執行する機能を有し、法律の範囲内で条例を制定することができるという

ようになっております。これらをあわせた形の中で地方自治法の規定に基づい

て総合計画を立て、基本構想である将来像を含めながらまちづくりの基本方向、

先ほど議員さんが言われました６本の方向でやっております。今後、取り組む

べき事項の計画等につきましては、先ほど質問議員さんがおっしゃっておられ

ましたように、住民基本条例、いわゆる住民さんを含んだ形の中で自治体運営

に全般にわたってのその基本となる理念や原則等を定める条例等々がつくって

おる自治体もございます。しかしその中におけます分野については、原則の理

念とか原則論がありますので、これはもう全く当たり前の話というような形に

もなってこようかと思います。そういう関係を含めまして、法律に基づいた形

の中でそういう計画をつくりなさいという場合と、先ほど議員さんが言われま

した、住民基本条例につきましては、根拠法令もございませんし、そういうよ

うな形の中でつくっていく、その原則論をしておるだけの話であります。例え

ば、議員さんのほうから個別の案件で質問をいただければ、それらについては

担当課長のほうから答弁をさせていただきます。 

広岡史郎議員 取り組み状況、各課の状況と、今後整備する必要な計画については整理して

いただきたいと、各担当課のほうに連絡しておりますので、その報告だけはい
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ただけますか。それともこちらでしましょうか。 

副 町 長 担当課のほうに個別にそういうように事柄で通知されましても、私どものほ

うにいただいておるのは通告書のみでありまして、その細部にわたっての分野

はいただいておりませんので、今後における分野につきましては、それぞれ担

当課のほうで取りまとめをしてもらいたいという旨は言いますが、これら等は

事前にその通告をいただいておれば、それぞれの分野で対応できるという形に

なっておりますので、その点も含めましてよろしくお願いいたしたいと思って

おります。 

広岡史郎議員 それでは総合計画の六つの中で、私の考えていることについて、今回の質問

が余り当局では一般質問に、ずれているのではないかという指摘もありますが、

私としての質問をさせていただきたいと思います。 

       まず、「参画と協働でまちづくり」の中で、必要ではないかと私が思っている

のは、ここだけには書かないと思いますが、男女共同参画計画というのがあり

まして、女性の働く、あるいは社会に参加するチャンスをきちっと行政として

も進めていくということで、今回の３月議会では公務員の方の場合の育児休業

とかそういうものは後、再就職、再復帰のときの条例は、あるいは大企業も含

めて進んでおりますが、福崎町全体としてやはり企業にも努力を求めて再チャ

レンジするような取り組みが少子化対策には一番重要なものではないかと思い

ます。それでこの「参画と協働でつくるまちづくり」においては、男女共同参

画計画、県内では制定されておる自治体もあるようですので、こういうのも考

えていただきたいと、詳しい内容についてはまた個別にさせていただきます。

まずこれについては、副町長どう思われますか。 

副 町 長 総合計画、基本計画の第１章で、男女共同参画社会の実現といったような項

目はございます。そういう項目の中で、先ほど質問議員さんがおっしゃってお

られましたように、町政における政策や方針決定過程への女性の参画等、いわ

ゆる審議会とかそういったような委員会等への女性の積極的な登用であります

とか、そういうような形、また均等な機会と待遇の確保といったような点が上

がってまいっております。今後におけます分野につきましては、女性委員会等

も立ち上げておりますし、そういった中でもそのような観点でも意見等が出て

まいろうかと思います。当然、男性、女性しかおりませんので、育児や介護の

負担、責任分担等々、これらにつきましても、家事分担を含め家庭の中におけ

る分野も意識改革等の必要性は認識しております。 

広岡史郎議員 そういうのをやはり福崎町はこうするんだということで計画をきちっとつく

っていただいて取り組みを進めていくということでないと、前へ進めていかな

い、進んで行く速度が遅いような気もしますし、ぜひともまた考えておいてい

ただきたいと思います。 

       次に、「よく学び人と文化をはぐくむまちづくり」では、教育委員会としまし

ては一番大きいのは、次世代育成支援対策行動計画というので今、幼保一元化

に向けてされております。社会教育にかかわるものとしては、予算のときに報

告があったんですが、２３年度で、子どもの読書推進計画をつくろうかと言わ

れておりましたが、今答えられる範囲で簡単に説明いただければ。 

社会教育課長 平成２３年度予算で、子ども読書活動推進計画というようなものをつくらせ

ていただこうと思っています。これは平成１３年に子ども読書活動の推進に関

する法律というのがございまして、そこの基本理念の中に子ども、これは１８

歳以下の子どもをさすらしいのですが、子どもの読書活動は、子どもが言葉を

学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力を豊かなものとし、人生をより深く
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生きる力を身につけていく上で欠くことのできないものであるということで、

読書活動を位置づけております。そういった子どもたちの、あらゆる機会とあ

らゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるような環境づくりを

推進しなければならないという法律の中で、今回福崎町もつくっていこうとい

うところで、実は国のほうは既にその基本計画を定めておりまして、兵庫県に

おきましても昨年度改訂版をつくっております。そういった中で策定率が約３

６％の市町村でそれをつくっております。それに基づきまして福崎町も子ども

たちに活字を読んでいただく計画を２３年度につくる予定といたしております。 

       そういった中で、その活動計画に合わせまして、図書館の事業としましても、

１日図書館長や子どもの語りべ教室を今年度実施したいと考えております。 

広岡史郎議員 幼児のときから本に親しむというのは非常に大事なことでありまして、お母

さん方もそれはわかっていても仕事とかいろいろ忙しくてなかなか子どもと本

を読んだりする間もないということで、やはりそういう計画をつくっていただ

いて、小さいときの本を読むくせというのが一番大事なところだと思いますの

で、それも内容については、また教えていただきたいと思いますが、早急に制

定して取り組んでいただくことを求めておきます。 

       次に、「健康で安心して暮らせるまちづくり」ということで、健康福祉課の所

管になるのですが、いろいろ障害福祉計画から各種これはそれぞれされておる

と思います。そしてよく出てきます食育推進計画について、今一番新しい計画

としてこの３月中に一応制定して４月から取り組むということを予算の中で何

回も聞いております。そんな中で、一つだけ確認をしたいのは、障害者福祉計

画、障害者基本法に基づく福祉計画については、これ資料をいただいています

と、平成１０年３月から１０年間が計画期間となっておりますが、現在平成２

２年、２３年になっておりますが、差し支えないわけですか。確認だけを。 

健康福祉課長 本来は１０年間の計画でございまして、平成２０年３月というのが期限でご

ざいます。それ以後、作成をする計画をしておりましたが、国の障害者計画、

また法律が目まぐるしく変化がございまして、現在においてはまだ継続の策定

はしておりません。２３年度において策定をするということで、県のほうから

も指導がありましたもので、策定をする予定をしております。 

広岡史郎議員 ではそれも早急な見直しというか改定をお願いしたいと思います。 

       それから、次、「快適でうるおいのあるまちづくり」ということで、まちづく

り課あるいは下水道課所管の項目だと思うのですが、これは報告によるとして

もたくさんいろいろ複雑に絡んでおりますので、細かいところは聞きませんが、

福崎町の場合都市計画決定をしていまして、総合計画と別に都市計画マスター

プランがありますね。まちづくりのあり方というのにはちょっとわかりにくい

ところがあるのですが、このマスタープランにつきましては、まちづくりだけ

じゃなしに防災からすべて入って、含めて計画の中に記述がありまして、まち

づくり課だけではなくて、他の課に属するところも係ってくるんですが、その

あたりの調整だけをしっかりして、ただマスタープランをつくってるだけでは

なくて、これに基づいて、まちづくりについては総合計画からこっちに入って、

それから事業になると思ってるんですが、そういう考えでこの総合計画の「快

適でうるおいのあるまちづくり」からではなく一応その次にこのマスタープラ

ンがあってということで、考えておいていいのかどうかだけを、確認させてい

ただきたいと思います。 

まちづくり課長 総合計画を踏まえて、この都市計画マスタープランの策定をしております。 

広岡史郎議員 まちづくり課は快適でうるおいのある町については下水道も含めて順調に進
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んでいると思っております。 

       それと４点目が、「自然に優しい安全なまちづくり」ということで、これは住

民生活課なり水道課のかかわるところで、環境問題については非常に重要な部

署だと思うのですが、この中でこの２３年度は一般廃棄物処理計画を策定され

るということを２３年度予算で言っておられましたが、この内容とそれから県

では循環型社会形成推進地域計画というのもあって、いわゆる３Ｒの取り組み

も含めてつくっているところもあります。それから、後はそれをすべてカバー

する環境基本計画ね、これもされているところがありますが、そのあたりのこ

の整合性というのをどのように考えておられるのか、今度、一般廃棄物処理基

本計画を作成されるに当たって、考えをお聞きしておきたいと思います。 

住民生活課長 １点目の福崎町一般廃棄物処理基本計画書ということで、この計画書につき

ましては、平成２３年度に計画書を策定する予定をしております。内容につき

ましては一般廃棄物処理施設や既施設の体制の整備を十分に検討し、現実かつ

具体的な施策を総合的に検討し、計画書を策定するということで、おおむね１

０年から１５年先の長期計画書ということで、中身については一般廃棄物の発

生量及び処理量の見込み、一般廃棄物の抑制のための方策に関する事項、分別

して収集したものとした一般廃棄物の種類及び分別の区分、一般廃棄物の適正

な処理、これを実施するものに関する基本的な事項という形でそれぞれ計画書

を策定していくという内容になっております。 

       それと２点目の循環型社会形成推進計画ということで、県もつくっております。

また、ほかの自治体でもこの計画は実施しているところもございます。議員さ

んがおっしゃいました今の３Ｒですね、それを総合的に推進するために広域的

総合的に廃棄物リサイクル施設整備を計画するというふうになっております。

この計画につきましては、対象地域は人口５万人以上、面積が４００平方キロ

メートル以上の地域で構成するということで、目標を設定しておるという形で、

主にマテリアルリサイクル推進施設とかエネルギー回収推進施設、有機性廃棄

物リサイクル推進の施設というような形でそれぞれ計画をされております。 

       そして最後の環境基本計画、これは国が環境基本法に基づいて制定をしておる

ということで、自治体においても環境基本条例をつくっているところ、そして

基本計画をつくっているとことございますが、私どもにつきましてもいろいろ

計画、事業対策、実行計画とか廃棄物の処理実施計画とか、そういった形でリ

サイクルとかいろいろ推進をしてきておりますので、現在では廃棄物処理基本

計画を具体的にした形で計画書をつくり、推進をしていく形で考えております。 

広岡史郎議員 一般廃棄物処理の実施計画というのは以前にありまして、それを踏まえて処

理基本計画を今度されるということで、後はそういう環境に関しては庁舎内の

温暖化対策実行計画というのをされておりますが、これもそういう地球温暖化

防止に向けて住民さん全部で、町を挙げて取り組むんだということになります

と、環境基本計画をつくって、その中にごみ処理からリサイクルから温暖化防

止からというのもされるのが、環境の町福崎ということになると思いますので、

ぜひそういうのを計画ばっかりつくるんじゃなしに、やっぱりこの流れをつく

って、私はしていくのがいいんではないかと、これもそんな計画があるのか見

直す中で考えました。 

       それから最後に、「活力にあふれ、伸びゆくまちづくり」ということで、これ

は産業課にかかわる項目ですが、産業課にかかわるものとしましては、農業振

興地域整備計画、福崎町森林整備計画、鳥獣被害防止計画、あるいは農村環境

計画などがあって、取り組まれていると思いますが、今、国の農政というのは
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基本は食料・農業・農村基本計画というのがあって、これは１８年からされて

たと思うんですが、この中に新しい農業の取り組み、品目横断的経営安定の施

策とか、あるいは農家戸別補償制度とか、あるいは農地・水・環境とか、こう

いうのをカバーして安全で安心な食料自給率を向上しながら農村の活性化も図

って取り組みということで政府のほうではされていまして、個別には産業課の

ほうにもそれぞれそういう事業、仕事が来ていると思います。 

       そんな中で、直接農家の皆さんにかかわるものとしましては、トレーサビリテ

ィ、これは産地証明というような感じになりますが、それからＧＡＰ手法、栽

培証明、あるいはＨＡＣＣＰとかありまして、私は旬彩蔵にもかかわっており

ますが、実際の旬彩蔵の生産者にもこれはきちっとするように意識づけており

ます。そういうことも含めて、安全な食料で農業を活性化していくということ

で、農業の６次産業化というのもこの食料・農業・農村基本計画の中に入って

おります。それで、これについてそれぞれの自治体での食料・農業・農村基本

計画というのも整備して、農業活性化の町として取り組もうとされている自治

体もあります。そういうことですので、ぜひ、福崎町の農業の活性化を図ると

いうことでありましたら、やはり何かそういう一つもとになる計画をつくって

いただいて、それに向けて取り組んで行くのも大切ではないかなと思っており

ます。営農対策会議とかありますが、それだけではなかなか現状見ていますと

農業は進んで行っていないということがありますので、そういうことを一遍調

べていただいて検討していただきたいんですが、産業課長どうですか。 

産 業 課 長 議員さん言われましたように、農業・農村基本計画も一つの案と思います。

１２月議会におきましても宮内議員のほうからそういったご意見もいただいて

いるところでございます。農業・農村計画、また農業・観光・環境計画ですか、

そういったものにつきまして研究を進めていきたいと思っております。 

広岡史郎議員 福崎町の農業の活性化ということで、ぜひ国の計画も研究していただいて、

福崎町でどうあるべきかというのもみんなんでつくっていくべきではないかと

思います。そういうふうに、今回ずっと各課の各六つのまちづくりの中とか、

各課の取り組み状況から、どんな今計画で行政運営がなされているのか、ずっ

と洗い出しまして、今回私が思いましたのは、３点ですね。町として「活力に

あふれ、風格のある住みよいまちづくり」を進めていくんでありましたら、男

女共同参画計画に、それから環境基本計画、今の食料・農業・農村基本計画、

このあたりの三つの計画をぜひ研究していただいて、できれば早急に計画策定

に取り組んでいただく、それがこのまちづくりにつながるのではないかと今回

全体的に思ったわけですが、副町長さん、どうでしょうか。 

副 町 長 計画を立てなければ行政推進できないかと言えば、そういうものではないと

思っております。基本的にはそういう目安があるほうが目標は立てやすいとい

うこともあろうかと思うわけでありますけれども、この第４次総合計画、今言

われました将来像でありますとか、基本構想でありますとか、また基本計画の

中における個別分を推進していけば、それら等について対応できるものと、こ

のように思っております。いずれにいたしましても、必要であれば策定いたし

ますし、それら等がなかったとしても行政推進はできるものと、思っておりま

す。 

広岡史郎議員 私も最初に言いましたように、この計画がなかったら取り組めないと、事業

が進まないというものではないわけですが、やはりどういう計画でどうしてる

のか、そしてそれの中に住民さんにもどうしてほしいというのを入れて、みん

なで一体でまちづくりを進めていくというのがこれからのまちづくりのあり方
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だと思うんですよね。そういう点から、そういうことも含めながら、やっぱり

新しい地図といいますか、そういうものを考えていく必要があるんではないか

と、今回計画の全体を見ながら思ったわけでありまして、理事者側においては、

取り組んでおられない計画もあるわけで、こういう質問にはお気に召さないと

ころがあるかもわかりませんが、私の提案として申し上げておきたいと、それ

が最後にはこの後自立のまちづくりの質問もあるようですが、町長の自立のま

ちづくりにつながっていくのではないかと思うんですが、最後に町長どうでし

ょうか。 

町    長 もう議員さんの提案とか質問というのはそれぞれ住民の皆さんの意向を踏ま

えて質問をされているわけでありますから、私たちは常に会議が終わりました

後、その検討をし、実践すべきところは取り入れていくという作業を続けてお

ります。広岡議員さんのご提案も、今後の行政に生かしてまいりたいと思って

おります。 

       ただ、このことだけは一緒に考えていただきたいと思うのですけれども、最後

に農業の問題を出されました。農業の問題では国は５０％の自給率を目指すと

いう方向を打ち出しました。時間的に言えばこれが新しいというのは新しいと

いうことになるのですが、時間的に言えば昨年の９月ごろだったと思いますが、

菅総理大臣はＴＰＰに参加するというふうに言われました。ＴＰＰに参加すれ

ば５０％の自給率はこれは達成できないということは、もう多くの学者が指摘

しているとおりでありますから、政府自身がそんな整合性のないことを平気で

言うわけでありますから、私たちが地方自治体を運営していくに当たっては、

政府の言われることもきちっと吟味しながら、福崎町民の皆さんのいのちと暮

らしと健康を守るためにどうするのかという観点で今後行政を進めてまいりた

い、このように考えております。 

広岡史郎議員 その点につきましては、私も農業関係のいろんな資料を集めておりましたが、

この中にＴＰＰの話は町長言われたように一言もどこも一切出てきません。計

画の中にはね。それで１８年から農林省はその取り組みをされて、１８、１９、

２０、２１年度からまた今新しいのが始まっておりますが、そんな中でやっぱ

りそれはそれとしてみんなで農業のあり方というのを考えていかないと、これ

は前へ行かない問題でもありますので、そういうことも含めて、それで計画を

つくるかということになりますと、じゃあその取り組みというのも考える機会

も出てきますので、ぜひこれも検討していただきたいと求めておきまして、私

の一般質問を終了させていただきます。 

議    長 以上で、広岡史郎君の一般質問を終わります。 

       次、７番目の通告者は、吉識定和君であります。 

       １．食育推進基本計画について 

       ２．自律（立）のまちづくりについて 

       以上、吉識議員どうぞ。 

吉識定和議員 通告順に従いまして質問をいたします。 

       予定の時間がもうちょっと後やろうと思って、何にもお渡しをしておりません。

私通告書に２行書いてあるだけで、ご批判を受けるのを承知でお聞きをしたい

というふうに思います。 

       ただ、私がお聞きをしますのは、ごく常識的なことをお尋ねしようというふう

に思っておりますので、そんなにこだわって数字が１違うとか２違うとか、そ

ういうふうなことは余り気にせずに、お答えをいただけたらというふうに思い

ます。 
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       今回の質問事項は、通告をしておりますのは、食育推進基本計画についてと、

自律（立）、律するの律と立つですね、のまちづくりについての２点です。 

       最初に１点目の食育推進基本計画についてお尋ねしようというふうに思うので

すが、これは１２月にもお聞きをしております。その後も幾らかお話し合いを

することがありました。ただ１点か２点かお聞きしたいのは、確か１２月の時

点で、２月ぐらいに町民の皆さんから計画に対するご意見をお聞きするという

ようなことがあったように思うのですが、この件についてどういうふうな、も

う２月も終わっておりますんで、どういうふうな結果になっておるのか、状況

をお聞かせいただきたいと思います。 

健康福祉課長 ２月にパブリックコメントを実施いたしました。その結果でございますけど

も、コメントは一つございました。福崎町商工会のほうから、基本目標に健康

長寿の願いと、粘り強い人間になれるよう、年越しもちむぎ麺を食べる習慣を

確立し、郷土愛をはぐくむことを入れてはどうかというご意見をいただいてお

ります。 

吉識定和議員 そういうことですね。あってよかったわけで、そうすると、今も広岡議員の

質問の中で食育推進基本計画のことも出ておりましたけども、もう間もなくと

いうことですが、実際にでき上がるのは具体的にいつでどのように町民の皆さ

んに周知をされようとしておるのか、お答えいただいたらと思います。 

健康福祉課長 推進計画の原本また概要版というものを４月新年度におきまして印刷する予

定をしております。それの概要版を各戸に配布しまして、町民の皆様方には啓

発をしていきたいと思っております。 

議    長 周知はどんな方法で、いつごろに。 

健康福祉課長 予定では４月早々にはちょっと無理かと思いますけども、印刷等の入札もご

ざいますので、５月には各戸には配布できたらなと思っております。 

町    長 私の冒頭の報告では本年度の重点項目として、それぞれ大事な項目がいっぱ

いあるわけなんですが、その中からわざわざ３点に絞りました中に食育基本計

画を入れております。ということは、私が先頭に立つということであります。

どの会合に行きましても、食育についてはあいさつの中で必ず入れてまいりま

す。 

吉識定和議員 せっかく計画ができるわけですから、この前も言いましたように、食育は本

当に関係のない方はございませんで、赤ちゃんがおなかにおるときから、亡く

なるまで関係があるわけですし、そういうふうなんでまちづくりが進められる

と非常にいいんではないんかというふうなことで１２月にも質問をさせていた

だきました。その辺は１２月にもお話をしておりますので、この食育推進基本

計画につきましては、またでき上がったものを見せていただいて、それからわ

からないところをお尋ねするというようなことにしたいというふうに思います

ので、今回はもうこのぐらいにしておきます。 

       それで次の２点目の自律（立）のまちづくり、これについてお尋ねをしたいと

いうふうに思います。 

       町長が自律（立）のまちづくりということを提唱をされ始めたのは、確か私の

記憶では５年ぐらい前からではないんかなと記憶しております。今回、この自

律（立）ですね、律すると立つと、二つ括弧して書いてあるわけですが、私も

う一回自律（立）のまちづくりというのを５年間町長何度もおっしゃっておる

わけでして、私も何度もお聞きをしておりますが、よく実像というのかイメー

ジがもう一つわきませんので、今回お尋ねをするわけでして、このお尋ねをす

るのに夕べ辞書を見てみました。簡単な中学生が使うような辞書ですが、これ
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見てみまして、自律ですね、律するのほうを見ますと、ほかからの束縛を受け

ず自分で決めた規則に従うことというようなことが書いてありました。立つほ

うの自立は、自分だけの力で行動し生活すること、ほかからの助けを受けない

でやっていくこと、こういうふうなことが書いてありました。なるほどなと思

ったのですが、それでももう一つよくわかりませんで、そこでそのちょっとお

聞きをしたいと思うわけですが、この町長が提唱をされだしてから５年ぐらい

経過をしておりまして、福崎町ではそれぞれ進められておると思うんですが、

自律（立）のまちづくりがね、それで総務課長さんに自律（立）のまちづくり

というものをどう受けとめて、職務をされておるのかお聞きしたいと思います。 

総 務 課 長 自分の頭でものを考え、そして行動するまちづくりだと理解をしております。 

吉識定和議員 同じ質問ですが副町長さんは。いやもう２人だけで結構です。 

副 町 長 同じ観点でありまして、住民一人一人が自分の人格を高めて、そのように行

動していただければと、このように思っております。 

吉識定和議員 お二人にお聞きをいたしました。やっぱりもう一つよく私には理解ができま

せん。私が思いますのは、間違っておるかわかりませんけれども、私たちのこ

の日常生活というものを考えてみますと、自分の衣食住ですね、これを整える

ということが目的で、いろいろ生活をやるわけでして、そういうことから始ま

りまして、その地域の子どもを育てるとか見守るとかね、余裕のある方には、

高齢者の支援をしていくということを含めて、普通の人が普通の生活をしてい

く上で、自分たちの住む地域は自分たちで守って育てるという考えのもとに生

活をしていくことだろうと私は思っています。 

       そういう観点からしますと、町の施策として代表的な事業は私は、地域づくり

推進事業だろうと思っております、一つはね。もう一つは、ほかにもたくさん

あるのかわかりませんが、私が考え、記憶をしておりますのは、これと、農

地・水・環境事業だろうと、これも２３年度は５年目になるようですが、その

あたりが代表的な事業ではないんかと、参画と協働、先ほども出ておりました

し、進めていくという事業ですね。それでそんな事業が一番代表的なものじゃ

ないのかとも思うわけなんですね。 

       地域づくり推進事業を取り上げて考えてみますと、福崎町では確か１２年ぐら

い取り組みをし経過をしておると記憶をしております。この事業は福崎町の取

り組みは非常に早うございまして、その後に県から同じような事業をやりたい

ので、いろいろと指導してもらいたいということでお越しになって県も始めら

れたという経緯がございましたね。当初は１００％の補助で上限１００万円を

１件について補助をしていくというふうなことだったわけですが、最近はそう

いうふうな意味からこれはばらまきの施策だというようなことを町民の方でお

っしゃっている方もあったのを私はお聞きをいたしました。しかし私は本来の

趣旨がやっぱり地域の自律（立）を進めていくという意味で本来の意味がある

事業だろうと評価をしておりました。私も何度かかかわりを持たしていただい

たこともございます。 

       ところが最近は、４年間の継続で総額が９０万円ということになってございま

す。つい先日承認されました２３年度予算は、これが１３０万円が計上をされ

ておるということでございます。２３年度の申請件数ですが、もう既に説明が

あったんかどうかわかりません。私もちょっと記憶にございませんのでお聞き

するんですが、２３年度の申請件数ですね、予算１３０万円が計上してある、

この申請件数、新規と継続、それぞれ幾らやったですかね、企画財政課長さん。 

企画財政課長 ２３年度、地域づくり推進事業で今現在要望を受けておりますのは、新規で



－20－ 

１件、それから継続が３件でございます。それと町長の特認ということで１件

見込んでおります。 

吉識定和議員 そういうことで、新規が１件、継続が３件、特認が１件ですか。おうてます

ね。ということらしいのです。そういうことらしいのですが、企画財政課長さ

んですね、就任をされてからで結構ですので、この事業の申請動向はどういう

ふうになっておるのか。近年の状況ですね、いや、そんなにきちんと数字間違

ったらいかんと思って探してもらわなくてもええんですよ。大体の流れですね、

それを一遍答弁してください。 

企画財政課長 この地域づくり推進事業につきましては、ここ数年申請件数が減少傾向にご

ざいます。 

吉識定和議員 減少傾向です。私も今この２３年度の申請の件数をお聞きして、えっと思っ

てびっくりをしました、実は。非常に残念ですね。私は、皆さん、受け取り方

はいろいろですから、お考えもいろいろでしょうし、評価もいろいろあって、

それはそれでいいと思うのですが、私は自律（立）のまちづくりというものに

ついては、先ほどから申し上げていますように、この地域づくり推進事業は本

当に代表的な事業だろうと思っておりまして、そういう意味からしますと、申

請も実施をされるのも減少傾向であるということは非常に残念だと思います。 

       そういうふうなことですと、じゃあこの事業ですね、そういうふうな減少傾向

の中で、今後どのように対処をしようとされておるのか、もう歯どめをかけて、

もう少しふえるようなことを進めていこうとされておるのか、もうこれは評価

もないし、目的も達成できたから廃止をしようとされるのか、その辺のところ

をお聞きしたいというふうに思います。 

副 町 長 質問議員さんご承知のように、地域づくり推進事業は平成１１年度から出発

しております。その中の分野につきましては、最初は自治会もしくはそういっ

たような団体等も非常に多かったわけでありますけれども、途中でやはり少な

くなりました。そういう関係を含めまして、地域づくり推進事業の中身そのも

のの見直しをさせていただいたという経過もございます。近年、今、企画財政

課長が申し上げましたように、少し申請団体、自治会が少なくなってきており

ます。そういう関係におきましては、その内容等をもう少し精査し、この地域

づくり推進事業、せっかく予算化をさせていただいておるところでもあります

し、これらを見直し項目を含めて推し進めてまいりたいと思っております。 

吉識定和議員 区長会ですね、区長会は年２回視察研修ということで、１回は１泊、１回は

日帰りということで研修をなされておるはずですが、そんな区長会あたりの研

修で自律（立）のまちづくりの研修ですね、こういうものがなされているんで

はないんかと思うんですね。町長は自律（立）のまちづくりと、先ほども言い

ましたように、５年ぐらい前から提唱されておりまして、やっておられるわけ

ですから、区長会の事務局としても、そういうところを区長会の役員さん方に

説明して、できるだけそういう視察をされるというのが私は大事だろうと思う

のですが、これはどうですか。ここ何年間かの区長会の研修いうのは、自律

（立）のまちづくりに関連するような視察は、そんなになかったんですか。ど

うですか。 

総 務 課 長 区長会の研修でありますけれども、まちづくりに関する研修は多く取り入れ

ております。その他これもまちづくりの一環だと思うのですけれども、自主防

災組織に関する研修などにも行っているところでございます。 

町    長 吉識議員の言われるとおりでありまして、私の思いが、私の言葉が人を動か

すところまでいっていないという反省があるわけであります。もし私の自律
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（立）のまちづくりの言葉が、本当に額面どおり正確でいいものであるなら、

もう少し皆様方の心を打ち、申請も多くなってくるであろうと思われるわけで

あります。しかし今お聞きのとおりでありまして、非常に数字といたしまして

残念でありますし、私の思いもそんなに通っていないということであります。

それではこれをやめるのかといいますと、私はやっぱり自律（立）のまちづく

りというのはそんなに悪い方向ではないと思っておりますので、より区長様方

や地域の皆様方に心が通うような言葉を練って、そういう方向に進めていく必

要があるのではないかと思っております。 

       ただそういう中で、私は思いますのには、なかなか区長様方もそういう自律

（立）のまちづくりを申請したいのだが、なかなかそういうふうな手続だとか

いろんな思いがめぐらせないということなのかなと思います。しかし行政懇談

会を三十何カ所で開かせていただいて、私は自律（立）のまちづくりという観

点で話もし、させていただいたわけでありますけれども、そんなふうに映って

いるかどうかということについては先ほどの数字が示しますように、残念な結

果であり、そういうことも踏まえて私自身の考えもさらに一層向上させていか

なければならないということです。 

       しかし各部落を回ってみますと、それぞれに宝物があるのですね。それぞれに

よさがあるのです。そのよさをきちっと伸ばそうということの手だてというの

は役場の職員が一層一丁がみをするというふうな形で助長するという組織的な

体制も要るのかなというのは私の今の思いであります。それが当たっているか

どうかというのはわかりません。そういった意味では各職員１００何名おりま

すが、各部落に担当者についていただいて、一緒に区長さんとその部落、地域

をよくするというふうなことにも汗をかくというふうなことも必要なのかなと

いうふうに思っておりますが、それは私の今の思いだけでありまして、それが

全体のものになるかどうかというのはよくわかりません。 

       いずれにしてもこのように件数が減ってきているというのは大いに事実であり

ますから、反省をしながら、取り組んでいかなければならない課題と思ってい

ます。しかし取り組み内容は無尽にあると私は思うのでありますが、なかなか

そうそこまでの力になっていないということは反省の材料でございます。 

吉識定和議員 私はやめと言っているのではくて、ぜひ続けてほしいというふうな思いから

申し上げておるんでございましてね。先ほどの総務課長さんのご答弁ですと、

まちづくりの研修に行っているのですと、当然それしかほかにないわけで、何

のまちづくり、自律（立）のまちづくりをどういうふうにお考えになってるの

かというところが私は大事だと思うんですね、その辺でね。自主防災の研修も

行っていますというような答弁でしたが、自主防災も当然自律（立）のまちづ

くりの一つですね、まちづくりの項目の一つですね。ですからこないだの総括

質疑でもちょっとお聞きをしましたが、人間どうしても記憶が薄れますとやる

こともいろいろあるでしょうし、町長さんおっしゃいますように、区長さんも

いろいろと仕事が多いわけですから、取り組めるところ、取り組めないところ、

これは出てきてもそれは自然だろうと思いますが、できるだけたくさんの自治

会が競って、こういうものにも取り組みができていくと、それぞれの先ほどの

町長のお話のように、村の宝をより大きなものにしていくという意味で、そう

いう取り組みができるということは特に大事だろうというふうに思います。 

       特にそれぞれの自治会は少子高齢化とか、痛感しますのはコミュニティ意識の

希薄化ですね。これは本当に世代が変わって、だんだん若い世代が多くなって

まいりますと、本当に希薄化しているなあというのを実感する場面がよくござ
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います。そういう問題とか、町にしましても国から県、町、自治会まで財政の

問題もあるわけですから、できるだけこういうふうな自律（立）のまちづくり

ができていって、まちづくりが進んでいくということが大事だろうと思います。 

       自律（立）のまちづくりの観点から、何点かもう少しお聞きをしたいんですが、

先ほどの広岡議員の質問にもありましたときに副町長が女性委員会のことにつ

いて答弁をされておりましたね、女性委員会どうこうというようなこと。私こ

の女性委員会ですね、去年のこの３月の議会で婦人会が２１年度末で解散をさ

れるんですが、どういうふうな、私はあのときには確か愛の弁当を重点的にお

聞きしたと思うんですね。その後婦人会が解散して、女性委員会というものが

設置されました。これは女性の意見を確かお聞きするんだというふうなことだ

ったですね。そうじゃなかったんですかね。そういうふうに思っているんです

が。２２年度は４回開催をされたというふうなことをお聞きしたように記憶を

しているんですが、初年度の様子について、この４回の９日の予算に対する質

疑でお尋ねがあったとお聞きをしておりますが、私は９日の質疑は所要で欠席

をしておりまして、その内容を少しテープでお聞かせをいただきました。もう

一度確認の意味でこの９日の女性委員会に対する答弁ですね、副町長さん、さ

れておったように思いますので、覚えておられる範囲で結構でございますので、

どういう状況やったんか、４回の状況をお答えいただいたらというふうに思い

ます。 

副 町 長 女性の率直な意見をいただいております。その中で、行政の事柄について詳

しい方もいらっしゃいますし、全くそうでない方もいらっしゃいます。私ども

としては、今現在におけます町の取り組み状況を報告させていただきながら、

その意見等を求めたところでありまして、環境問題でありますとか、女性特有

の質問等もございました。そういう中におきまして、理事者側といたしまして

も登用させていただき、今後の町政に生かしていきたいというようなお話をさ

せていただいたところであります。 

       また、任期は１年でありますけれども、再任は妨げないという形にもなってお

りますし、多くの方々の参画、それぞれに意見を持った形の中で出席をしてい

ただければありがたいと思っております。 

吉識定和議員 いろいろとご意見を言われたようですね。そういう今副町長さんのお話です

が、私ちょっとテープを聞いておりまして一つ気になったところがあります。

といいますのは、その参加をされておる女性委員から、区長さんから女性委員

になってくださいって強要されましたというお答えがあったように思うんです

ね。区長さんから強要されたから私来たのですというところですね。これ区長

さんにね、一遍お聞きになったらどうかと思うのですわ。強要したったんです

かって。区長さんどう言うてでしょうか。町長さん、副町長さんどうですか。 

副 町 長 これは言ったほうと、そのとらえる側との感覚の違いというものがあろうか

と思います。なるほど確かに当初はそういったように強制というか、そういっ

たような形の中で強く区長からお願いをされたという意見もあったように思い

ます。しかしながら最終的にこの１年間、この女性委員会等の中身等について

の意見を問うておるわけでありますけれども、そのほとんどの方は参画してよ

かった、行政の事柄についてわかりにくいながらも外枠でつかまえることがで

きたといったようなご意見もいただいておるところでありますし、女性委員会

立ち上げしてよかったなという感想は持っております。 

吉識定和議員 恐らく区長さんにそういうお話をされると、私は町から推薦を強要されたん

やと、私はそう言いますわ。大体大方の方はそういうふうに言われるんやない
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かと思いますね。それがその自律（立）のまりづくりね、なんかなあというふ

うなことを思うわけですね。 

       もう一つ言いますとね、この女性委員会の委員さんにね、２３年度も予算が組

んでありましたですね、３０何万ですか。報償金を出すのですね。報償金を。

強要されて来られた方に何にもなしにもの言うてもらうのは気の毒やさかいに

報償金が出るのか知りませんけどね。私が思いますのは、お出しになるのは結

構ですけどね、ほかにも例えば民生委員さん、民生協力委員さん、社協の関係

で福祉委員さん、大体女性の方が多いと思うのですね。こういう方にも、そう

いうふうな報償金が出せるのであればね、ぜひ出していただきたいもんだなと

思うんですね。でありませんと、大体自治会の中でね、問題が起こってくるわ

けですよ、問題が。ですから、特に民生委員さんや、協力委員さん、福祉委員

さんなんかは本当に足を使ってね、汗をかいて仕事をしていただいております

んでね、そういうふうな方にも出せるのであれば出すような措置を講じていた

だけたらと思うのですが、副町長どうですか。 

副 町 長 女性委員会につきましては、報償費で報償金という形で置かせていただいて

おります。１回出席をしていただき、費用弁償的な２，０００円という形を整

えさせていただいております。民生委員さんはもうご承知のように大臣からの

委任を受けた形の中で費用弁償等をお支払いしているところでありますし、そ

れぞれの社会福祉協議会の理事会、それから評議委員会等につきましても、費

用弁償的なところは捻出をさせていただいております。観点としてはそういう

費用があるなしにかかわらず、質問議員さんのおっしゃっておられますように、

それぞれの役割分担をみずからやっていただくという観点が非常に大事かと思

っております。ただ１点、こういったような事柄はみずからやっていただくわ

けでありますけれども、できるならば我々もしたくないわけでありますが、最

初、軌道に乗ると言うのでしょうか、レールに乗って走るまでの間については、

引っ張り、牽引車的な役割等も行政はしなければならないのかなと思っており

ます。 

吉識定和議員 そこのところが大事でしてね、じゃあお金で引っ張るのかという話ですね。

決してそうではないのかわかりませんが、見ましたらね、そういうふうに見え

るわけですね。自治会の中で問題が起こるといいますのは、そういうふうなの

が先行して出てくるわけです。一般、大多数の方は自分が福祉委員になったら

何をせんといかんか、民生の協力委員になったらどういうことをせんといかん

かということは、区長さんが恐らくあれも推薦をされるわけですから、そうい

うふうな常識のある方に要請をして、お話をして、就任をしていただいている

というのが通常だろうと思うんですが、そうでない方もあるわけでしてね。い

ろいろと問題が起こってまいります。そういうふうなことから申し上げている

んですね。お金だけのことじゃなしに、その女性の意見を聞くということをね、

目的にするのであれば、今さら言ってもどうかと思いますけど、果たして女性

委員会をご一考いただいたらという意味で申し上げているんですが、私は自律

（立）のまちづくりを進める町が、意見を聞くためだけに女性委員会を組織す

るというのは考え違いがあるのではないのかと思います。この１年を見させて

いただいて。例えば以前ですと女性の議員も２人ぐらいおられました。今、お

られませんけどね。ですからそういう土壌づくりですね、女性の議員さんが誕

生するような、土壌づくりをするとかですね、町には各種委員会、審議会がご

ざいますね。教育委員会は教育委員長さんは女性ですね、女性の方もたくさん

おられますし、そういうふうな委員会とか審議会ですね、これにより多くの女



－24－ 

性委員さんを抜てきして、いろいろご意見を賜ると。今の民生協力委員さんや

社協の福祉委員さんなんかも恐らく大多数が女性だろうと思いますし、そうい

うことをやっていきますと、とりたてて女性委員会を組織するという必要性が

どのぐらいあるのかなと私思うわけですね。 

       ほかにも、例えばもう嶋田町長就任されてから、ことしの終わりで１６年にな

るわけですが、この間期待しておりましたが、この前に座る女性の課長さんが

誕生しませんでした。非常に残念だなあと。女性の職員も有能な職員がたくさ

んおられまして、私は女性の課長さんを育てる、ここへ座ってもらうというこ

とを期待しておったのですが、今のところございませんでした。ですから、ほ

かにその女性委員会の組織をされておるんですが、何かその意見を聞く方法で

すね、ただ来て座っとってもらい、意見を言ってもらい、帰ってもらうという

だけでなしに、なにかあるような気がするんですがね、副町長、それは昼から

にしましょうか。 

町    長 婦人会がなくなりまして、女性委員会を初めて経験をいたしました。今初め

て１年間たっていろいろな意見、特に議会を通しての女性委員会についての意

見を聞いておるわけでありまして、その意見は極めて貴重な意見だと思います。

よかれと思ってやっても、やってみてまずいところがあれば直していくと、意

見をお聞きしたから今すぐ改めようという思いはありませんが、しかしそうい

う意見を、物事をやれば当然批判もありますし、別のもっとすばらしい意見も

出るということでありまして、私は常に弁証法的にものを考えるほうでありま

すから、よりよい方法であるならその方法でやらせていただくということであ

りまして、吉識議員の意見も極めて貴重な意見だというふうに拝聴しながら、

今後の行政施策の中で、お聞きした内容、改めるべき、お金の問題でもし部落

で混乱が生じているのならそういう事実もあるということを踏まえて、反省す

べきところは反省し、伸ばすべきところは伸ばしていく、こういうふうにすれ

ばいいのではないかと、一遍に１００％いいものができるというふうに、そん

な能力は当然私も持っておりませんし、そこは切磋琢磨しながら一定の結論が

出ていくのかなというふうに思っております。 

吉識定和議員 えらいすんまへんね、ちょっと待ってね。もうこれで終わりますから。 

       最初からベストのものがということにはなかなかなりにくいのはよく承知をし

ておりますので、もう１点、先ほど女性委員会のところで言いました愛の弁当

がフクちゃん弁当になったというところです。３月の時点でまだ決まってない

のですか、もうすぐ新年度ですよというようなことも去年申し上げました。フ

クちゃん弁当ができたわけですが、フクちゃん弁当はお聞きをしますと、業者

が役場へ持ってきて、それを自治会の方が役場へ取りにきて、希望されておる

ところへ配達をするということです。私はあのときに申し上げましたのは、愛

の弁当いうぐらいですから、弁当に愛が詰まっとらんといけませんねというこ

とを申し上げました。業者がつくったから愛が詰まってないとは申しませんが、

ただ独居老人の見守りのために弁当を配っておるんだということですね。これ

とて、弁当を役場まで取りにきて配達する方ですね、また強要せんといかんよ

うなことができてくるんですね。ですから、もうちょっとお考えをいただかん

といかんなあと。実際考えてみましたら、ことしは非常に寒うございまして、

２月なんかでも非常に寒いときにですよ、独居老人が一人でね、冷たい弁当を

ね、食べてる姿をこう想像しますとね、ほんまに悲しくなってくるんですよ、

私。やっぱり独居老人なんかの方は、ふだんも話し相手がないわけですから、

例えばしかるべき場所で比較的身近な場所で温かいものを話をしながら一緒に
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食べるというようなことが私は大事なんやないんかなというふうに思うんです

ね。そういう意味で申し上げております。ですから、このことにつきましても、

再考を強く求めておきたいというふうに思いますが、いかがでしょうか。もう

それで終わりますので、答弁を。 

副 町 長 今のところ執行させていただいておる段階であります。言われますとおり独

居老人等につきましては、孤独な状態像が一番悪いというんでしょうか、そう

いう環境がいいことはないというようには思っております。我々、地域で自

助・共助の観点から、集落におけるその共助の中で、地域ふれあいサロン等、

そういったような孤独な状態からなるべく外へ出て行って、人と人との輪の中

に溶け込んで話をしてもらう、そのような状態像をつくっていきたいわけであ

ります。しかしそれらにつきましても、つくっていくにはそれぞれの先導役と

いうのでしょうか、その集落における推進役等の必要性は出てまいるかと思う

わけであります。積極的に関与していただいて、そういう活動の場を広げてい

ただく方ばっかりであればありがたいわけでありますけれども、それらを一つ

ずつ踏まえながら、いただいた意見はどのような角度からやっていけばいいの

かという事柄については、こちらで検討をさせていただきたいと思っておりま

す。 

議    長 以上で、吉識定和君の一般質問を終わります。 

       しばらく休憩いたします。再開は午後１時でございます。 

◇ 

休憩 午後０時０８分 

再開 午後１時００分 

◇ 

議    長 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

       次、８番目の通告者は、小林 博君であります。 

       １．医療・介護等の保険について 

       ２．防災対策について 

       ３．環境及び交通施策について 

       ４．駅前周辺整備計画等基盤整備について 

       ５．教育問題について 

       以上、小林議員どうぞ。 

小林 博議員 失礼いたします。 

       毎回同じような項目で恐縮でありますが、今までの質問の上に立って、特に健

康保険の問題につきましての、その後の成り行きについて報告といいますか、説

明をお願いしたいと思っております。 

       国の進めております国保等の広域化計画は全国知事会でも問題の解決にならず、

先送りだけになっている。そればかりか財政悪化を大規模化するものとして中止

とそうして国費の拡充を基本とした再検討を知事会も求めているところでありま

す。そういう中で、財政安定支援計画なるものの制定が進められたのであります

けれども、１２月以降県の方針が発表されて、その後進行状況はどう進んでいる

のかについてお聞かせをいただきたいと思います。 

副 町 長 財政安定化支援方針の事柄でありますけれども、これらは昨年１２月２０日

本定例議会におきまして後期高齢者医療制度をすぐに廃止し、真に安心できる

医療制度のための国庫負担を大幅にふやすことを求める意見書が採択されまし

た。我々といたしましては、この方針に従った形の中で進めていきたかったわ

けでありますけれども、県が財政安定化支援方針（案）を作成いたしまして、
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各市町に意見を求めてまいりました。私どもは嶋田町長名で、この意見書採択

案された分野について添付をいたし、これらの趣旨に添った形で意見を申し述

べてまいりましたが、兵庫県におきましては意見照会の結果、修正等を要しな

いと判断したということで、原案どおり策定したという通知を昨年１２月２８

日付でいただいておるところであります。なお、これらにつきましては、先ほ

ど申されましたように、事業運営の広域化でありますとか、それらの目的等に

ついて定められているところであります。 

小林 博議員 前回の質問に対する答えでは、直ちに２３年度の予算に影響しないであろう

という答弁で、それから先のことだということだったわけですが、具体的に県が

原案どおり策定したということですが、その要点について簡単に述べていただけ

ればと思います。 

副 町 長 主文でありますけども、保険者事務の共同化ということで、共同電算処理に

当たろうということと、これらにつきましては保険者事務でありますとか高額療

養費等であります。また、医療費適正化事業にも取り組んでいこうというところ

です。 

       後、収納対策といたしまして、各保険者における被保険者の数に応じた形の中

での目標収納率等が定められておりまして、福崎町につきましては、一般被保険

者１万人未満である市町ということで、その目標額は９２．４％と示されており

ます。 

       また、財政運営の広域化等でありまして、保険財政共同安定化事業の見直しを

行ったり、県の調整交付金の活用を行っていこうというような形の中で定められ

ております。 

       また、赤字解消の目標年次、どの保険者につきましても５年未満にそういった

ような赤字解消に努めていきましょうというところと、標準的な保険料算定方式、

応益割合等もこの方針の中で今後は記載していこうということであります。また、

財政安定化支援方針の連絡会議の設置を行っていこうと、こういうような事柄に

ついて方針が打ち出されたところであります。 

小林 博議員 今お聞きしますと、なかなか専門的な用語ばかりで、一般にはなかなか理解

しにくいかなと思うわけですが、私が今聞いて感じるのは、まさに国保の広域化

ということが法として決定する以前に、具体的に先取りをしてやっていこうとい

う内容かと思うわけです。標準的な税の問題でありますとか、あるいは赤字の５

年間での解消の問題等からいきますと、心配をしておりますところの一般会計か

らの繰り入れをもうなくしていって、そして結局のところ住民の税の負担増にな

らざるを得ない。税の負担をとりますか、それとも医療給付のサービス低下をど

ちらをとりますかという形にならざるを得ないと心配しておりましたような内容

があるわけですね。昨年の９月議会で提起をいたしましたような、そういう心配

が具体的に感じるわけですが、そういう点についてはどうでしょうか。 

副 町 長 国民健康保険の保険者の広域化という形になってまいりますと、今、言われ

ましたように法定外の繰り入れについては非常に厳しい環境になってくるように

感じております。今、福崎町が国保運営に当たっての法定外繰り出し、繰り入れ

の関係につきましては、適切に行っておるようにも思っておりますし、この２３

年度におきます厳しい国保財政環境の中についても施策の中で展開したいとこう

いうように予算審査特別委員会でも答弁をさせていただきました。今後は、国の

動向や県の動向を見なければならないわけでありますけれども、そこら辺の部分

が広域化されるに当たっての調整は間違いなくされてくるのではないかと認識し

ておりまして、それらに対応するにはどういったような形の中でというような形
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が我々国保財政運営をしていく上での大きな課題と思っております。 

小林 博議員 なかなか大変な状況のことのようでありますけれども、地方自治と言いなが

ら、なかなかそういうことにならずに強制をされていくという、そういうふうな

感じがいたします。とりあえず、この財政安定化支援計画なるものは、各市町村

に対してどの程度の拘束力と言いますか、そういうものを持っているのかという

ことでありますけれども、それについてはどのように受けとめておられますか。 

副 町 長 非常に残念なことでありますが、私どもが地方自治を携わっておるものが法

律を策定するわけではありません。やはり全国一律的な方針等が法の中で定めら

れますと、それらを守らなければならないというのも、私どもの使命の一つでも

あります。そういう形の中で、できる限り国保のあり方、当然社会保障問題であ

りますので、国にはそれらの事柄を機会あるごとに求めていきたいと思っていま

す。 

小林 博議員 ９月議会でも指摘をしたところでありますけれども、規模が大きくなったか

らといって財政が安定するものではないという点を具体的な結果からお示しをい

たしましたし、当局もその点については確認をしていただきました。過疎地域で

小規模なところのほうが黒字であったり、あるいは保険料が安かったりしている

という実態を明らかにしたわけで、広域化、大規模化ということが国保等医療保

険の運営をやりやすくするものではないということであります。大規模にするこ

とによって、各自治体やあるいは住民の保険料やその他給付に対するその意見が

なかなか出しにくいようになる、通りにくいようになるという、そういう結果し

か残らないということになるという、そういう心配をいたしておるところであり

まして、そんな面でも、ぜひ機会あるごとに町当局の見解を住民の立場に立って

述べていってほしいと思います。１２月議会の意見書の線で県に意見を述べたけ

れどもそれが通らなかったからといって、これで終わるのではなしに、町の一貫

した姿勢として持ち続けてほしいと思います。 

       次に、具体的に福崎町の国保の当面の運営ですが、これまで中期的な見通しで

運営するとして予算を組まれてきたと思うのでありますが、新年度予算は大変厳

しいぎりぎりの予算を組まれておるわけであります。具体的には本当に退職者医

療が対前年度で２０％も当初予算比で伸びるのだろうかとちょっと思いもしたり

するわけですが、具体的に本当にどんな見通しを持っておられるのか。来年が済

んで、その次にどのような運営になるのか、どんな考え方を持っておられるのか

という点について、お答えをいただきたいと思います。税負担を既にもう国保に

ついては限界と言える水準と考えております。これ以上の増税は問題をさらに複

雑にすると思うわけでありまして、そうならないような当面、来年、再来年、あ

るいはその次くらいの運営をどう考えておられるのかについて、お答えをいただ

きたいと思います。 

副 町 長 ２３年度の保険給付につきましては、２２年度実績及び見込みによって作成

したものでありまして、その多くが２２年度におきます分野で保険給付増、とり

わけ高額療養の関係がふえたというところが財政を圧迫する一つの要因になりま

した。 

       ２３年度はそういう関係も含めまして組んだわけでありますけれども、先ほど

申されましたように、国保の財政が限界に来ておるようにも思っております。当

然、低所得者支援が課題になってまいるわけでありますけれども、そういう関係

については、法定繰り出しといったような形で一般会計から繰り出しをさせてい

ただいておるところでありますし、福祉医療等のペナルティ分につきましては、

法定外とは言え県全体での対応のあり方ということもあって、対策は整えさせて
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いただいております。 

       いずれにいたしましても、２４年度以降についてはやはり今言われましたよう

な中期的な財政構造のあり方等を模索しながら、その税率等については検討を加

えていきたいというように思っておりますが、法定外繰り出しこれ以上の分野に

ついても、非常に厳しい財政環境になるのかなと思っております。 

小林 博議員 国保については最後のセーフティネットとに言えるものでありますし、その

加入者も一定の人口になっておるわけですから、住民の負担能力ということと、

そしてやはり福祉という観点も忘れないように臨んでいただきたいと思います。

具体的には２２年度決算を見ないと細かなことはよくわからないということにな

るわけですが、大まかな進行ぐあいで非常に心配をする予算ということになって

おりますので、この（２）の一番下に書いておりますように、税負担は限界と言

える水準でありますと、だから増税にならぬようにというこういう観点をしっか

りと守っていただきたいということを、再度強く求めておきたいと思います。 

       さて、国保の税制度につきましても、福崎町は４本立てということになってお

るわけですが、県下では３本立てのところもありますが、今回の財政支援計画と

かあるいは広域化計画の中で、これらがどんなふうになっていくのか、具体的に

は資産割等がどんなふうに変わっていこうとするのか、そういう点が県の考え方

等示されておりましたら、お聞かせいただきたいと思います。 

副 町 長 保険料、保険税の料率のあり方等については県から支持はございません。県

下４１市町のうち４方式は２５市町、それから３方式については１６市町と聞い

ております。いわゆる阪神間で資産税が非常に高いところ等については３方式、

それ以外のところは４方式というような形になっておりますが、後期高齢者医療

制度にありますように、広域化されますと３方式がとられておるようであります。

そういう意味では資産税のあり方というのは研究しなければならない点にもなっ

てまいろうかと思っております。今のところ私ども資産割率につきましては、４

１市町のうち、２５市町が取り入れていますが、料率といたしましては福崎町と

佐用町が一番高いというような形にもなっておりまして、これら等研究をしなけ

ればならないという考え方を持っております。 

小林 博議員 いずれにいたしましても住民の税負担ということには変わりないわけであり

ますけれども、資産割が非常に高いというのは一定の問題点も含むと思いますの

で、その点について今後の対応を見守っていきたいと思います。 

       以上、この広域化等の問題につきましては、今後の進行状況を議会にもよく報

告をしていただき、住民にもオープンにしていただいて、さまざまな議論や意見

が反映できるような、そういう対応をとってほしいと思っております。 

       次に、防災対策でありますけれども、最初の通告では具体的に一つずつ書いて

おったんですけれども、予算の審議もありましたし、所管の委員会で大体の状況

も把握をいたしておりますので、私のそういう状況の中で感じておるところを述

べておきたいと思います。 

       町行政にはさまざまな分野があるわけですけれども、防災という観点はすべて

の行政の基本で、重要な項目とするということが言えると思うんですね。そんな

面で、それぞれ各課あるいは各行政あるいは教育の主たる目的だけにとどまらず、

防災という観点を重要な柱に据えていってほしいと思っております。既に防災計

画もあり、そういうふうにしておるということだとは思うんですけれども、やっ

ぱりそのときそのときの財政の状況でありますとか、いろんな点でおろそかにな

らぬように求めておきたいと思うのでありますけれども、この点について答弁を

求めたい。 
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       あわせて、自分の担当の部分だけが防災ということで尋ねられた事項に答える

と、例えば雨水排水計画だというと、自分のところのことだけを言うんじゃなし

に、町行政すべてにわたる部分でさまざまな取り組みが行われております。産業

課でも行われておるし、あるいはまちづくり課でも行われておるしというふうに、

あるいは下水道課でも行われておるというふうに、雨水排水計画を見るだけでも

幾つもの課が取り上げておるわけでありまして、そんな面で防災を担当する部分

については全分野を把握して、全体との絡みの中で事業を進める。あるいはいっ

たんことが起こった場合には、そういうふうな対応をとれるようにしてほしいと

思っておりますが、そういう点について答弁を求めたいと思います。 

副 町 長 金曜日の一般質問でもお答えさせていただきましたように、都市計画区域に

おきます分野については内水対策、当然一番必要となるのはそれら災害がおこっ

た段階で、どういう対応をするのかという事が一番重要かと思っております。そ

ういう意味では地域における分野は地域でという中で、自主防災組織の強化であ

りますとか、私どもといたしましては自然災害を含めて非常備消防にゆだねてお

りますので、その中で日常の活動でありますとか、また行政といたしましては、

まちづくり課が担当しております急傾斜地や砂防事業、それから産業課の里山防

災林、こういったような事業を総合的に取り組みしまして対応していきたいと思

っております。 

小林 博議員 そんな立場で、ぜひ全体を見渡しながら計画をされております事業が、計画

どおり、それ以上に進捗して、安心・安全という言葉がよく使われますけれども、

そういう立場で行政が進むようにお願いしておきたいと思います。 

       特に具体的にこれは前にも言ったことがあるわけですが、市川というものが一

番の基幹河川であるわけでして、この市川の流れが滞るとそこへ流れてくる排水

が困難を来すということになろうと思います。そんな面で、市川の堤防の未整備

部分でありますとか、流れを妨げておる部分の解決等従来の課題があると思うの

ですが、それらについても県と協力をしながら改めて防災対策という立場から市

川問題について答弁を求めたいと思います。 

技    監 市川の改修の件につきましては、過去も申し上げましたけれども、平成２２

年３月に兵庫県のほうで市川水系河川整備計画をつくっています。その中では市

川について今後３０年間で３０年確率の雨に対応する整備をしていこうというこ

とを設定しておりまして、具体的な整備区間が示されております。考え方は市川

の下流のほう姫路市街地域では堤防によって守られている区間が下流にありまし

て、そちらのほうから優先して進めていくと、具体的には阿成地区とかＪＲの上

下流部、その他４地区ほど挙げられております。しかもその河川整備というのは

一般的に非常に長期にわたって多額な費用がかかります。これも３０年間の計画

と言いながら、それが全部できるかという保証がないという計画であります。こ

の計画では下流、姫路市街の堤防区間を中心にということですけれども、福崎町

におきましても神崎橋から南の区間は福崎町域では姫路と比べると掘込河道とい

う形ですので安全性は高いかと思われます。しかしながら改修されておらず自然

の護岸のままという状況になっております。ということで、福崎町域においても

整備はやっていっていただきたいものと考えておりまして、県等と協議する機会

があれば、そのたびごとに未改修区間の整備は要望しております。引き続き要望

も続けていきたいと思っております。 

小林 博議員 福崎町の市川の下流部分でぎゅっと絞り込んだような形になっております。

香福橋のところが区間が狭いということ、それからその少し上側に流れを妨げる

ような状況で大規模な市川の埋立といいますか占有といいますか、許可をとって
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いない占有といいますか、そういう問題がもうかねてから指摘しておるわけであ

りまして、そういう問題もあわせて解決をしていただきたいと思いますが、最近

県にそういう要望をしていただいたことはあるでしょうか。 

技    監 細かい点でなければ毎年、昨年の８月ぐらいに県民局長等との協議の場があ

りまして、その席で要望等を行っております。 

小林 博議員 福崎町の一番の根幹をなす雨水排水の部分でありますので、よろしくお願い

したいと思います。 

       次、最近火災が頻発をしております。それぞれの現場を見させていただきます

と、消火栓が初期消火ということで非常に役に立っており、活用されておると思

うわけです。その意味で、その消火栓の管理と整備ということにつきましては、

各自治会とかあるいは消防団が非常に努力をされておるところでありますし、町

もその費用負担の一定の部分を出しておるわけでありますけれども、数もふえて

きておりますので、それらの整備が傷んで使用不可になったり等そういうことに

ならないように、町の格段の管理方もお願いをしたいと思うわけですが、答弁を

お願いいたします。 

住民生活課長 先ほどの議員さんのおっしゃったその火災が頻繁に起こっておるということ

で、初期消火には消火栓を使って大事に至らなかったという点は非常に消火栓が

普及しておるという形で、消火栓の設置基準というのがございまして、消火栓等

の消防水利から防火対象物に至る距離が１４０メートル範囲という形でその基準

を目安に増設をしてきておるということと、消防団におきましては毎月消火栓の

点検という形で、きっちりと水が出るかとか機具があるかとか、そういった形で

確認をされておるという形で、何も消火栓だけに頼らず自然水利もございますの

で、ため池や河川のあるところについても消防団には把握していただくようにお

願いしている次第でございます。 

小林 博議員 いずれにしても、必要であればそうした機具の整備に、町の負担率もさらに

ふやすことも含めて検討をしていただきたいと要望しておきます。 

       次に、環境交通施策ということで挙げておりますが、幾つかお聞きしたいと思

います。 

       最初に交通問題で、公共交通会議というものがつくられて、そして計画が進め

られております。委員にの役職、メンバーを見ますと、これはもう福崎町の中の

巡回バスだけを検討するような会議ではないなあという思いを強く持ちまして、

福崎町民が必要とする町外との連絡も含めた、そうしたことを検討する機関かな

あと思うわけでありますが、まず粟賀行きのバスが廃止になったり、あるいはも

う加西市に行くそういうものもないということですから、住民の方々から足の確

保についてよく言われるわけですけれども、こういう町外との関係の足の確保の

問題について、その政策検討というのはどのようになるんでしょうか。 

健康福祉課長 現在、地域公共交通会議というものを発足させております。その中では主に

町内の今走っております巡回バス等の再編成方針ということを主に考えて協議を

しておるところでございます。他市町との連携、また既存の今走っております路

線バス、またはタクシー等もございますけれども、これらとどうやって競合して

いくのか連携が非常に大事になってくるわけでございますけれども、それについ

ては今検討しているところでございます。 

小林 博議員 この会議録の中では、委員さん方からそういう質問が出たときに、この会議

は町内の現在の巡回バスを中心にした方策をどうするかということを検討してい

ただくということで、町外との関係については今回のこの検討外だという答弁が

事務局からされておるように思うわけですけれども、これだけのメンバーを集め
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ながらなぜそういうことになるのかがちょっと不思議に思うわけですね。町民は

この点についても非常に要望が強いわけですから、今後町外、隣接市町村との交

通の問題についても考えるというふうなことにはならないのでしょうか。検討す

るということにはならないんでしょうか。 

健康福祉課長 全体契約の中ではそういったことが非常に大事にはなってまいりますが、ま

ずは今の当面抱えております巡回バス等の再編成方針、これをつくり上げて、そ

の後それぞれの課題をまた研究していきたいと考えております。 

小林 博議員 この会議は現在の巡回バスの後をどうするかということが決定をすればこの

会議は解散になるのですか、それともずっと続くのですか。 

健康福祉課長 この地域公共交通会議といいますものは道路運送法に位置づけられておりま

すものでございまして、このことだけを協議するということではございません。

今走っております路線バスの廃止とか変更、そういったことがあれば、またそれ

も含めて協議をする会議となっております。あらゆる公共交通を協議するという

会議になっておりますので、解散するということはございません。 

小林 博議員 せっかくこれだけの役職とメンバーを集めた会議でありますからね、狭い対

象にならないようにしてほしいと思うのです。むしろ町内の交通、現在の巡回バ

スの後をどうするかという点につきまして、こういう町外のいろんな機関の方々

よりも、住民代表なりあるいは議会も含めて町政に関係する人たちが多く入って

いても、そういうふうな場で議論をするほうがより町民の要望、意見が反映する

のではないかと思ったりもするわけですよ。このメンバーであればね。ですから

この議事録を読ませていただきますと、この公共交通会議は、事務局主導で、初

めから事務局がとりあえず町内の交通関係だけ、それもデマンド方式という、事

務局の線に沿ってことが進むというふうな感じがするわけですね。もっと幅広い

形で巡回バスについての今後のあり方どうしようということであれば、もっと町

民の中での議論ができるそういう会議のほうがよいのではないかという思いがす

るわけですね。何かそういう点で、ちょっと違和感を覚えておるところでござい

ます。ですから所管委員会を中心に議会の意見ももっと聞かれたほうがよいので

はないかと思いますし、そんな点でどうなのかと今思っておるところでございま

す。 

       さてこのデマンド方式ということで、既にもう試験運行のスケジュールまで持

っておられるようですけれども、このメリット、デメリットについて両方あろう

かと思うんですね、どんな問題についてもね。それらについて、どんなふうに認

識しておられるかについてお聞きしたいと思います。 

健康福祉課長 今の段階ではどういったデマンド方式を決めるというところまでは決定をし

ておりません。高齢者で車を利用できなく、移動に困っている人というそういっ

た方を最も重要と考えて、計画をしておりまして、デマンドになりますと運行回

数、また目的地まで早く行ける、バス停を設けるのか設けないかは別としまして

も、自宅からは近くなると、そういった目的地まで早く行けるというようなこと

がメリットになるかと思います。 

       またデメリットとしますと、事前に電話等の予約が必要になるのではないかと、

その手間というものが若干出てくるかなと思っております。 

小林 博議員 いずれにしても、もう少し町内で議論ができる形を考えていただけないかと

思っております。そして、必要とする住民、交通弱者が気兼ねをすることなく利

用できるということが大きな柱にならなければならないと思うわけですね。その

点についてそういう認識を持っておられるかどうか答弁を求めたいと思います。 

健康福祉課長 利用者が一番使いやすい運行方法、また気兼ねないということを十分に考慮
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して考えていきたいと思っております。 

小林 博議員 この会議がオープンでやられて、そして資料が随時出されておりますことに

つきましては評価をしておきたいと思うわけでありますが、これはさらに先ほど

言いましたように住民の中、あるいは我々も含めて検討ができるような会議をと

っていただければと思っております。 

       次に、具体的に住民の方々から聞いておることで提起をしておきたいと思うの

ですが、道の駅がちょっと一歩退いたような感があるわけですが、そういう中で

交通安全対策として、県道三木宍粟線の七種川以西の南側、最近は図書館もでき

旬彩蔵もあり、非常に利用が高いわけでありまして、自転車やあるいは歩道の専

用道路が必要との要望があるわけですが、こういったことについての計画は県と

して、あるいは町として持っておるのかどうか、お答えをいただきたいと思いま

す。 

まちづくり課長 県道三木宍粟線の県道整備の取り組みにつきましては、今大貫地区で継続して

事業の推進を図っているところです。また、中島井ノ口線関連で南田原交差点

改良を本格的に進める段階となっております。 

       ご質問の市川以西では、県の事業プログラムでは西谷地区の歩道設置が計画に

上がっております。今申された箇所についてはこれらの進捗、今進めようとし

ている箇所の進捗が図られ、そういった整備状況を見きわめながら要望してい

きたいと思っております。 

小林 博議員 西谷ももちろん必要でありますが、先ほど言いましたように、図書館、旬彩

蔵等もあり、非常に利用の高いところでありますので、町もスケジュールに載せ

ていくように、検討の協議を求めておきたいと思います。 

       次にこの項目で最後ですね、これは前回質問のその後ということで、公共下水

道の推進に伴う工業団地を含む事業所の排水管理の計画ということで、前回の質

問に対する答弁では、現在の公害防止協定の精神に沿った何らかの協定を考えて

いきたいという副町長答弁があるわけですけれども、その後下水道課を中心にど

のように準備が進んでいるのかお聞かせをいただきたいと思います。 

下 水 道 課 長 下水道課での具体的な排水管理の計画ということですが、まだ計画には至っ

ておりません。しかしながら、この工業団地を含む事業所の排水は、生活排水系

と工場排水系に分けられますので、重金属や悪質汚水等が工場排水系から出てま

いります。これについては除外施設を設けることになります。除外施設から下水

道へ排除される汚水は、浄化センターの水処理及び水質に影響を及ぼすことにな

りますので、企業側へ定期的な水質検査の実施と報告を求めるとともに、町にお

いても水質検査を実施する方向で検討していきたいと考えております。 

       いずれにいたしましても、公害防止協定の精神、趣旨から後退することのない

ように、下水排水の管理に努めてまいりたいと考えております。 

小林 博議員 福崎工業団地なり企業団地に工事が入るのはまだ若干の余裕もあるわけです

けれども、既に公害防止協定を結んでおった町内の事業所で、公共下水道につな

いだところもあるわけでありますから、急いでもらわなければならない対応だと

いう点を強調しておきたいと思います。 

       次に、駅前周辺整備のことについてでありますが、これは議案の質疑のときに

若干お聞きいたしましたので、今年度この問題についての取り組む計画等につい

ては省いておきたいと思うんですが、既に具体的な駅前を中心にした整備の、図

面を含む案ができておるのではないかと思ったりもするわけですが、これらが公

表される時期はいつごろと設定をされておるか、決まっておりましたらお聞かせ

いただきたいと思います。 
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技    監 今年度の事業で県道の概略のルート案と駅前広場の必要な機能とかおおむね

の概略の配置のようなものをつくりました。来年度はそれらを元に県道の管理者

である県及び我々とすれば駅前広場についても一定区間ＪＲにお願いしたいとい

う考えもありまして、ＪＲ等事業主体となるところと協議をしていかないといけ

ないと思っております。そこで話が前に進み、具体化してそれらの事業者が了解

いただければ公表ができると思います。目標はそれを望んでおりますので、それ

らの事業者と話が進み、事業化に向けるような体制がとれることを望んでおりま

す。 

小林 博議員 なかなか難しい問題でありまして、総論ではこれは必要だということになっ

ても、具体的になりますといろいろ複雑な問題が生まれてくるので、難しさとい

うのは想像がつきますけれども、福崎町の重大な課題という点は変わりないと思

いますので、その点についてぜひ努力を求めておきたいと思います。 

       最後に教育問題についてお伺いいたしますが、学習指導要領が変わっていくと

いうことなどもありまして、質問したいと思っておったんですが、これまでに何

名かの議員さんから質問がありましたですね、基本姿勢についてお聞かせをいた

だきたいと思います。 

       福崎町では何年もの間、学校教育の問題についていろいろ心配もあり、あるい

は関係教育委員会はじめ先生方の努力もあったところでありますけれども、一応

の一つの節目といいますか、一つの段階に達したということで、中学校の卒業式

での教育長さんのお話もお聞きをしたところでありますが、改めてこの新年度か

らの教育目標の中で、特に重点的に考えておられることがありましたらお聞かせ

をいただきたいというふうに思います。 

教 育 長 教育分野全体では食育の推進ということを挙げています。就学前教育では田

原幼児園の建設、学校教育におきましては小１プロブレム、中１ギャップの解

消、社会教育においては三木家改修の継続と柳田國男５０年祭を成功させると、

こういうことを大きな目標にしております。 

小林 博議員 特に学校教育の面について、より突っ込んだ考え方がありましたらお聞かせ

いただきたいと思うのですが。 

教 育 長 学校教育につきましては、何といっても基礎学力を定着、向上をさせるとい

うこと、もう１点は社会規範の向上ということです。よろしいでしょうか。 

小林 博議員 そのことは大変大事なことだと思います。それらを進めていくために、特に

基礎学力の向上と社会規範という言葉が使われました。これらのために具体的に

どういう手だてをとろうということになっておるんでしょうか。 

教 育 長 きめ細やかな授業をするために県のほうから加配の先生をいただきましたり、

地域に眠る教育力の活用と申しましょうか、地域の教育力、とりわけ学校支援地

域本部事業の登録される先生方、あるいは町の「まちの先生」に登録されている

方々を学校へゲストティーチャーとしてお招きして、教師と地域の方、ともに力

を入れて子どもたちにかかわっていきたいと思っております。 

小林 博議員 その点について思うのですが、最近ニュースを見ておりますと、全国的に非

正規雇用の教師が義務教育においてもふえているという、そのパーセントが人数

としてかなりの部分になっていっております。教師集団の中でのこと、子どもに

対するかかわり方等、さまざまな点で非常に問題があるのではないかというそう

いう報道を見たわけでありますけれども、これらについて福崎町でも若干そうい

うものもあろうと思いますけれども、このことについてはどのように教育長は思

っておられるか、お聞かせをいただきたいと思います。 

教 育 長 教職定員については正規職員が望ましいと、こういうふうに思っております。
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きめ細やかな教育を提供していく中で、また団塊世代後の教職集団の若返りの不

安解消や、あるいは加配や臨時の教職員については経験豊富で実績のある退職教

員を再任用、再雇用してもいいのではないかと私は思っております。 

小林 博議員 その点で兵庫県教育委員会の現実に進められている内容なり、あるいは福崎

町の状況というのはどんなふうになっているとご認識でしょうか。 

教 育 長 ６５歳までの教職員を再任用という形をとっております。平成２３年度にお

きましても、福崎町では平成２２年度に定年退職される方で１名再任用登録をさ

れております。活用させていただきたいと思っております。 

小林 博議員 私の質問の趣旨は、基本的に基礎学力を充実させるために教育を進めるとい

うことでありますけれども、正規雇用の職員が望ましいということでありました

が、それが十分、基本的な部分では充足するような内容になっておるのか、ある

いは非正規なりに頼らなければならないような部分があるのかどうか、そのこと

をお聞きいたしております。 

教 育 長 教職員定数に関しましては、地教委には権限がなく県教委のほうにございま

す。その指示に従わなければならないわけでございますけれど、神崎郡でもひし

めく５０代ということが言われておりまして、５０代以降の先生がたくさんいら

っしゃるわけですけれど、その影響で２０代、３０代の教職員の数がぐんと少な

くなっております。そうするとこれから１０年先、２０年先が神崎郡の教育を考

えたときに非常に不安な状況にあります。そういう意味においても、若手を育て

るためにより経験の豊かな方、すべてにお願いするわけではありませんけれど、

有能な人材を活用していきたいと、こういうことでございます。 

小林 博議員 経験のある方を活用していくということはそれはそれでいいわけですが、正

規職員は充足をしておるかというそういう質問です。 

教 育 長 県の採用試験を通られた方を優先的に選んでおります。 

小林 博議員 教育活動を進める上でそういうことが将来を見込んでもいろいろな心配があ

るというふうなことでしたけれども、正規職員は十分足りているのか、本来なら

正規職員で欲しいんだけれども非正規になっておるような部分はないのかという

ことを聞いておるわけです。 

教 育 長 現実に議員ご指摘のような問題はございます。 

小林 博議員 それらがしっかりと解消していくことが大事だというふうに思うわけですね。

それでなければ教育を大切にするということにはならないというふうに思うわけ

でありまして、その点で地教委の権限というふうな話でありましたけれども、教

育委員会としてもしっかりとした見解を持ちつつ臨んでほしいというふうに思っ

ておるところであります。福崎町の教育長がこのような認識を持っておるという

ことが明らかになれば、また県教委は国に与える影響もその分変わるわけで、力

になるわけですからね、その点についてそういう問題がありますので、ちょっと

こう何回もお聞きをしたところであります。 

教 育 長 私も県の教育委員会等の会議の席上において、そういうことは福崎町のみな

らず神崎郡全体の教育を考えた上で保証をしてもらいたいという、そういう声は

強く上げております。 

小林 博議員 引き続きそういう立場で努力をしてほしいと思います。 

       最後に、この播磨地域でも学校給食の無料化を実施するというところがありま

すが、福崎町の教育委員会ではこういう問題は検討されたことがあるのかどうか、

あるいは教育長自身どういうふうな見解をお持ちかということを尋ねておきたい

というふうに思います。 

教 育 長 教育委員会としては現時点では考えておりません。私個人的に言いますと、
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まだまだデメリット、メリット、両方の分野も検討しなければなりませんし、も

し実施するとすれば１年で採算が合わないからだめだということもできません。

長期展望とそして町の財政等、あらゆる角度から検討しなければ前へ進めない部

分がたくさんあると思います。 

小林 博議員 確かに慎重な検討が要るとは思いますけれども、一つこういうことに関心を

持っておられる住民の方もあるのだということだけはお伝えをしておきたいとい

うふうに思います。 

       以上、五つの点について質問をさせていただきました。それぞれ国、県とのか

かわりの問題も多いわけでありまして、大変かとは思いますけれども、ぜひ地方

自治あるいは住民の福祉と暮らしを守るという観点、安全を守るという立場に立

って努力をしていただきますように要望をして質問を終わります。以上です。 

議    長 以上で、小林 博君の一般質問を終わります。 

       以上をもって、通告による一般質問のすべてを終わります。 

       これにて第４３６回福崎町議会定例会の日程をすべて終了することになりまし

た。 

       閉会することといたしたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議    長 ご異議なしと認めます。 

       第４３６回福崎町議会定例会を閉会することに決定をいたしました。 

       閉会に当たり、一言ごあいさつを申し上げます。 

       今期定例会は３月７日に招集され、本日までの２２日間にわたり、本会議及び

委員会と連日ご精励を賜り、まことにありがとうございました。 

       平成２３年度当初予算を初め本定例会に提出されましたすべての案件について、

慎重審議をいただき、それぞれ適正妥当なる結論づけをいただき、また議事の

運営につきましても格段のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

       この間、理事者の皆様には、資料の作成を初め、議会の審議における協力に対

し敬意を表しますとともに、本会議及び委員会において議員各位から述べられ

ました意見、要望事項につきましては特に考慮され、執行の上に十分反映され

ますよう、強く要望いたす次第であります。 

       かたく結んでいた花のつぼみがほころび始め、道端の雑草も背を伸ばし始めて

います。涙色の列島にも季節はめぐり、暖地からはソメイヨシノの開花宣言が

届き始めました。春を迎えるとともに、年度末を控え、公私とも大変多忙な時

期を迎えますが、私たち生かされた者すべてが、一日一日を一生懸命、力いっ

ぱい生きていかなければならないと考えています。 

       どうか皆様方におかれましては、くれぐれもご自愛の上、議員活動と町政発展

のためにご精励を賜りますようお願い申し上げまして、閉会のあいさつといた

します。どうもありがとうございました。 

       閉会に当たりまして、町長からごあいさつをいただきます。 

町    長 今議会を閉じるに当たりまして一言お礼を申し上げます。 

       ７日、まだ寒い時期に始まりましたこの議会でありましたけれども、たくさん

提出いたしました議案の一つ一つに丁寧な審査をしていただきまして、すべて

可決を可とする、その方向を出していただきましたことに感謝を申し上げます。 

       この議案の審議に当たりましては、たくさんのご意見をちょうだいいたしまし

た。また一般質問においても、いろいろと提言をいただいております。その一

つ一つに丁寧な検討を加え、今後の執行に当たってまいりたいと考えておりま

す。 
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       ７日に招集いたしましたけれども、その後１１日に大きな地震がありました。

この地震はかつて経験したことのないほど大きいのに加えて原発事故が伴うと

いうそのようなものになっておりまして、毎日のテレビの進展は原発事故に関

しましては一層深刻さを増しているという状況でもございます。 

       こういう中でございましたから、国においても県においてもいろいろな予測し

がたい問題も起こってくるであろうと、このように思います。付帯決議案もあ

りましたけれども、そのような立場はいかなる場合でも私たち執行する者にと

っては大切な課題でございますので、皆様からお預かりいたしました税金につ

いても諸制度についても十分配意しながら、執行に当たってまいりたいと考え

ております。 

       皆様方におかれましては、健康に留意され、今後の町政活動に一層ご活躍くだ

さいますように、心から祈念をいたしまして、私からのお礼の言葉とさせてい

ただきたいと思います。 

       長い間ありがとうございました。 

議    長 このたび、志水学校教育課長、豊國水道課長及び繁内社会福祉協議会局長が

３月３１日付をもって退職されます。退職されるに当たり、皆様方にごあいさ

つを申し上げたいとの申し出がございますので、許可したいと思います。 

学校教育課長 お疲れのところ、私事で恐縮に存じます。この末日をもちまして退職いたし

ます。３８年間お世話になり、ありがとうございました。 

       議会にも出席させていただき定年退職できますことは、議員の皆様を初め多く

の方々のご指導のおかげと思っております。深く感謝申し上げます。これから

も変わらぬご指導をよろしくお願いいたします。 

       議員の皆様におかれましては、健康にご留意され、ますますご活躍されますよ

うご祈念申し上げ、お礼の言葉とさせていただきます。本当にありがとうござ

いました。 

水 道 課 長 失礼いたします。議会最終日で大変お疲れのところ恐縮に存じます。この３

月３１日付で退職することになりました。４２年間ありがとうございました。 

       在職中は議員皆様のご指導、ご協力を賜り、本日を迎えることができました。

心からお礼と感謝を申し上げます。退職後は健康に留意し過ごしたいと思って

おります。 

       最後に、議員各位におかれましては、健康にご留意され、福崎町発展のためご

精励をいただきますようご祈念を申し上げ、退職に当たりましてのお礼の言葉

といたします。本当に長い間ありがとうございました。 

社会福祉協議会局長 失礼いたします。社会福祉協議会に派遣になっております繁内でございます。

レギュラーメンバーでない私にもこういった機会を与えていただきましたこと

に、深く感謝を申し上げます。 

       議場では議会事務局長、それから福祉課長として４年間という短い期間ではご

ざいましたが、お世話になりました。ありがとうございました。また、職員と

しても３０有余年にわたりお世話になり、ありがとうございました。退職後は

１町民としてお世話になるわけでございます。今まで同様に親しく声をかけて

いただければありがたいと思います。よろしくお願いをしたいと思います。 

       簡単ではございますが、お別れのごあいさつとさせていただきます。どうもあ

りがとうございました。 

議    長 ただいま、退職されます３人の職員の方からごあいさつをいただきました。 

       退職されるに当たりまして、その業績に感謝し、退職後におかれましても今ま

でと同様に私たちにご指導をいただけますよう、お願い申し上げます。 
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       また、今後は健康に十分ご留意されまして、ご活躍いただくとともに、今後ま

すますのご健康とご多幸を祈念いたしまして、感謝とお礼の言葉にかえさせて

いただきます。本当に長い間ありがとうございました。退職されます３人にも

う一度盛大な拍手をお願いいたします。 

       それでは、これをもちまして閉会といたします。ご苦労さまでした。 

 

閉会 午後２時０５分 
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